
資料2－4 高等植物の地点別出現状況（地点30～39）

注1)前回：前回調査昭和60．61年度(1985～86年）

今回：今回調査平成2．3年度(1990～91年）

層：階層

被：被度

注2）総出現地点数および出現頻度は，今回調査の結果である。

注3）なお，この表は現地調査票に基づいて作成したものである。
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資料2－5高等植物の地点別出現状況（地点40～49･55)

注l)前回：前回調査昭和60･61年度(1985～86年）

今回：今回調査平成2．3年度(1990～91年）

層：階層

被：被度

注2）総出現地点数および出現頻度は，今回調査の結果である。

注3）なお，この表は現地調査票に基づいて作成したものである。
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凹
覆
二
二
一
丁
二
一
二
二
一
一
一
丁
一
一
二
一
十
一
二
二
一
一
二
一
丁
一
一
一
二
一
一
二
十
一
丁
一
一
三
丁
一
十
一
’
’
二
一
一
一
二
十
一
二
一
一
一
一

今
罰
■
■
｜
丁
二
一
一
■
二
二
二
４
二
二
四
二
二
一
二
一
２
二
４
二
一
一
一
一
一
二
４
二
４
二
一
二
４
’
４
’
２
’
二
一
一
一
二
４
二
二
一
一
一
二

刷
同
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
●
二
二
一
一
一
一
二
一
■
ロ
■
弓
■
■
■
■
■
■
一
ｌ
■
■
。
■
。
｜
｜
｜
●
’
’
三
一
一
一
二
二
二
二
一
一
一
一
一
一
二

凹
渡
二
一
丁
二
一
一
二
一
一
二
工
２
’
二
一
丁
二
１
二
三
二
丁
一
一
一
二
一
一
一
二
十
一
工
二
二
十
一
一
一
一
一
一
一
一
’
’
’
二
二
一
二
一
一
一

今凹

鵬儲
~五ラザギザギヨケ

ムラサキシキブ

ムラサキツメクサ

職
串
ロ
産
叶
歴
膵
王
ま
露
需
ロ
軍
軍
需
一
■
｜
」
ロ
諄
需
正
口
暉
一
牛
澆
展
三
三
焉

９｜駒亙偲一４ｌ２ｌ６ｌ凪一９工６汀工Ⅳ｜Ⅲ｜恥一胴－２亙２丁亜認可工Ⅳヱ６立２｜閲－４〒青－２両丁工２ヱ馴亟例一州－９工洲一恥一別一肺－２重４－２亙媚雨亟印－０工仙祠判型川

ムラサキ六ジ~F7
ムラサキミツバ

ーヌー万7F万〒

メキシコマンネン

｜
｜
｜一

幸死廉一
ギメ
ヌ
ヌ
ヌ
フ

ノ、

メヒ シバ

メマツヨイグサ

モウソウチク

モッコク一 モモ

ヤクシソウ

ー〒アブFマワク
ーャダヶ
ヤチツツジ

ー〒ワデ
ー干干辛夛デ
ー孑孑平六Eﾇｰｦ言牙フ
ー〒孑牢宅
~や孑竿属sp．

ヤブツバキ戸秀一言夛
三
春
壺
言

壱壱壱壱冠

ヤブ

ザ
言

毒》

ビラ
ウ

ー》｜》一一一
ワヌイマヤ

次ページグ、

－240－



帰化植物合計
帰化率

－241－

－

種 名

ヤマジソ

ヤマジノホトトギス

ヤマツツジ

ヤマドリゼンマイ

ヤマノイモ

ヤマハギ

ヤマブキ

ヤマブキソウ

ヤマフ

ヤマボウシ

ヤマモミジ

ヤマモモ

ヤマユIノ

ユウガギク
ユウゲショウ

ユキノシタ

ユキヤナギ

ユスラウメ
ユズ

ユズリハ

ユリノキ

ヨウシュチョウセンアサガオ

ヨウシュヤマゴボウ
ヨシ

ヨツバムグラ

ヨメナ

ヨモギ

ラクウショウ

ラショウモンカズラ

リキダマツ

リュウキュウツツジ

リユウキンカ

リュウゼツラン

リョウブ

リョウメンシダ

リンゴ頚

Iノンドゥ

レンギョウ

レンゲショウマ

レンゲツツジ

ロウバイ

ワニグチソウ
ワラピ
ワルナスビ

ワレモコウ

ワ

ヤマホ ﾄギス

㈹
善
福
寺
川
２

劉
善
福
寺
川
３

佃
善
福
寺
川
４

偲
善
福
寺
川
５

“
妙
正
寺
川

45

井の
頭
線
１

妬
井
の
頭
線
２

岬
井
の
頭
線
３

侶
井
の
頭
線
４

49

井の
頭
線
５

跡
地

錨
機
械
技
術
研
究
所

艦 E

剛
而
←

今回

〃

弾

回I眉

今回

Ｉ

111

4

4

4

4 ＋

十

4 ＋

I

I

』 ＋

4

4

4

。

Ｆ
ｄ

4 ＋

’

2

4

1

4

4

4

4

4

3

。

’

’

’

’

1

I

’

I

全 ロ

ヨ 肢

３

刀
一

h 鮨 ｈ
ｑ
９
二 龍

LJ

11 1

回
一

P 論
回

■
０
４ 可層

師

Z 国尼
湖

副里 I

4

4

4

4

4

I

1

1

1

3

4

4

4 ＋

4 ＋

1
2 ＋

4 ＋

4 ＋

【 ＋

4

十

フ

4 ＋

ﾉ

4

4

』

4 ＋

1 十

’

4 ＋

4

5

4

4

4 十

I

4 十

4

4

4

4

4

4 ＋

2

I

’

1

4

q

。

4 ＋

4 ＋

I

4 ＋

4 十

’

I

▽4
E』

4

3

4

’

4

4

4

U

4 ＋

’

1

1 ＋

’

I

’
’
１

1

4 ＋

［

『

1

9

１

3

［

2

［

l（

11

【

Ｌ
■
１
‐

I

5

4

l（

0

』

2

I 『

3

3

4

1

’

1

3

’

1

6
『

4

７

Ｉ

（

|:，

2

87

11

72

6

I

I

4

［

21

23

I

|’

4〔

4f
｜I

11

3（

閉

〔

XL

1f

4

64
Xd

6

６
’
４

2

2

9

２

〃

腓I

2

2

I

L

9

Z
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聡
出
現
地
占
輯
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資料3 蘇苔類出現種一覧
注）生育環境および分布の項の記載については次の文献を参照した。

文献：服部新佐監修、1972、原色日本蘇苔類図鑑

調蕊1悪調査網 名
詳綱

科 名一 一
スギゴケ科 山地の半日 富の土上 北一九

●
｜
●

●
｜
●

粘質

#三舟弓
マスギゴケ

牙頁辛ヲ孑 ●’ ｜日陰の土上

● 1】ス

二

二

ヒメス

●｜●

スシス

ホオウゴケ科 ● ●

北一九
北一沖

北一九11シコホウオウゴケ

●
｜
● ●

ン力イホウオウゴケ

● ●

●｜● 伴日 本一九

北一四

●一●
二

二
● 北一九

北一沖比上、岩上

●
●
●

●
●
● 北一沖

北一九

北一九キンシゴケ科 ●

二

二

二
＊

＝

二

●｜●｜●●｜●
北一九

本一九

本一九

コシッポヨケ科 一

シッポゴケ科

キヌシッポゴケ

ミ

ス

i謹逼静睡ﾖ曜日上

山進

●
｜
● 一一 九
九

本
本マトフテゴケ

デゴケ

●
●
｜
●シシゴケ

●
｜
●

ミバコブゴ ’二
」勝馬

モジゴケ ●

●シッボ

シラガゴケ科
センボンゴケ科

ジレラッキョウゴ
企

●
｜
●

ホンモンジゴヶ

ォゥムゴケ
ツチノウエノコゴケ
チジミクチヒゲゴケ
ネジレゴケモドキ
コネジレゴケ
アナシッボゴケモド
センボンウリゴケ
'､マキゴケ
ネジクチゴケ
ホソコゴケモドキ
ヘラバネジレゴケ

ヤリカツギ科
ギボウシゴケ科

､サナダゴ 一一､イスナゴケ

メボウシゴケ
｢ギポウシゴケ
Lヂレゴケ
､チヂレゴケ

本一九

本一九

本一九
本一九

北一九
北一九

イシノウエノヒダゴケ

ヒナノハイゴケ科
ヒナノハイゴケ

ヒョウタンゴケ科 北一九

ヒロクチゴケ

カサゴケ科

ケ

ケ
ゴ
ゴ
マ
ケ

ケ
マ
チ
ケ
ゴ

ゴ
チ
ヘ
ゴ
マ

シ
ヘ
ヤ
マ
チ

ナ
ケ
ッ
ヌ
ヘ

ホソエヘチマゴケ

チョウチンハリガネゴ
ホソウリゴケ
ヒメギンゴケモドキ
ヘリガネゴケ
ホソハリガネゴケ
ヤマハリガネゴケ
アカミノハリガネゴケ
ギンゴケ
ツクシハリガネゴケ
ランヨウハリガネゴケ

｜
＊
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
一
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
＊
｜
＊
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
’

●●
｜
●
｜
●

:-'8 岩上、地上

●
一
●

岩上、地上
●●

｜
●
●

●｜｜●

華

●
●

【》｜《】

bﾝｸﾘｰﾄ、石灰岩上●
●

●
●

● ●

砂質

●｜●

●

●

●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●

岩上

S

●

龍一難一趾

上

●
●
●

●
●
● 》 地一裸 一一柳 沖本

可含）岩上、稀

●｜●｜●｜●

●
●
●

ゴ 二上、岩上、腐木上

北一九
北一九●

1ヒー九

●
●

●
●
● 一一一●｜●

蘇版i唖囲咽目 岩上●

●｜●

岩上 ﾛﾋｰ九

計上 庫一九

● 一九

上、コンクリート Ⅱﾋー

二、腐木上、地上 関束以

の湿地＝岩上 ロヒー

次ページへ
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■■再■‐

雪男呂吾

－分 布ロ蕊關鰯
前回

調査科 名網 名 環 一一一一一一一一一一一一一一
ヨウチンゴケ科

ケ
ー
ケ
｜
ケ

●
●
●

地
岩、
Ｌ

上
上
言
也綱

バノチョウチン

ミチョウチン

ツルチョウチンゴケ

＝謡弓

●
●

オバチョウチンゴケ

ツボゴケ
コツボゴケ

●
●

●
●

＊

●
●
●●

●

● ●

＊ ●

●

＊ ● ●

＊ ● ●

＊ ●

＊

＊ ● ●

＊

＊ ●

＊

＊ ●

＊ ● ●

●

● ●

＊ ● ●

＊ ●

●

●

●

●

●

●

＊ ● ●

＊ ●

●

● ●

マゴケ科 |タマゴケ ● 山地の岩上、岩隙、地上

●
●

桧タチヒダゴケ科
ヒジキゴケ科 ●

●
｜
●

トラノオゴケ科 一一一一一クサ

木1ヒゲゴケ準

●

●
●
●コゴメゴケ科 樹●

●
●

イヌコゴメゴケ
ソリハ ●

●
●

イヌケゴケ 一一スグロゴケ科 ●

●
● 1厩

ラセンゴヶ

アサイトゴケ

● 岩上、桧I上

渓流iZ●
●｜●

シノブゴヶ準

ガスジハリゴケ ● 旧灰岩上●

●
●

●

●
●
●

一一一一一一八リゴケ
ホソハリゴケ
コメバキヌゴケ
ノミハニワゴケ
トヤマシノブゴ
ヒメシノブゴケ

●

●
● 一瞬オシノ

ズシ

●

●
●
●

●

●
●

、、『

Hヒー本ヒメヤ

ヤナギゴケ 腱った地上、岩上、水中

オギヌゴケ科
桧ソブサゴケモドキ

ミノオ 土弓F、岩上、フ <の1展元

●｜●

地上、岩上、木根元

●
● 圃一砥

ァラハヒッジゴヶ

●
●

ヒモヒッジゴヶ 本一九 ｜
’ケヒッジゴヶ 本一九

ナガヒツジゴケ
ヤノネゴケ

●
●

キブリナギゴケ

ツクシ士子ゴケ

●｜●

ツクシナギゴケモドキ

カヤ

●
●

●
｜
●亜回回回回回回
■
四
四
四
■
■
■

オハイゴケ

ヅヤゴケ科 ツクシツヤゴケ 沐の根元、岩上

●
● 一一一一一一一一

ミドリツヤゴケ

ヒロハッヤゴケ

●
●
●エダツヤゴケ

マルバッャゴケ

ナダゴケ科

アカイチイゴケ ｜ ｜●
､シポソゴケ科 1ヒー九 ’垂、沖一艶一ナンナガハシゴケ

､イゴケ科

ク
ノ、 化一沖 ｜’
イトハイゴケ

f三箭一
｢

当＃

に●●
●

綱 ツキヌキゴケ科

，キウロコ

マラゴヶモ ド

ツボミゴケ科 アヵゥロコゴヶ ｜｜ ｜●

｜
｜
●
●
●
｜
●
｜
Ｑ
●
●

日’

地上、岩上、木の根元
樹幹、倒木上
樹幹、枝上
ややI

腐木、樹皮 稀に岩上

腐7●
●
●ホウキ

ソボミ

イシュウソロイゴケ

次ページへ
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前回 今回

調査 調査 布生 育 環準

粟~「面

網 名
陣や乾燥した樹皮 Nヒー沖

名

婆●
● ● 腐木上、土上 体一沖

｜●● 腰流辺の湿地 ﾛﾋｰ沖
● 樹幹 体一九
● ● 浩上（石灰岩）、暖地樹幹や岩上＃ヒー沖
● 府灰岩上、稀に流水中
● ● 肱葉樹の樹幹、枝 N上一九
● ● 樹幹、岩上 体（静岡以南）－
● ● 蕗葉樹の樹幹、枝 N上一九

樹幹 N上一九
● ● 低山地の樹幹、枝 体一九
● ● 樹幹 体一沖

・ 暖地の樹幹 一一儲靭二二● ●樹幹
● ● 砥山地の樹幹 関東以西一九
● ● 樹幹、生葉 汗葉以南一沖

N上一九
Nヒー沖

● ● 旧垣、山地の土、岩上 Nヒー沖
● ● 湿った土、岩上 Nヒー沖

● ● 仕上、石垣 斤葉以西
● ● 湿った土上、岩上 体一九

● ● 池、水田、水中 Nヒー沖
● ● 掴目 Nヒー九

ウロコゴケ科 ヒメトサカゴケ
ゥロコゴケ
マルバハネゴケ
イイシバコハネゴケ

オオクラマゴケモドキ
カラヤスデゴケ
クロヤスデゴケ
カギャスデゴケ
ヒラキバヤスデゴケ
ヒメヤスデゴケ
フルノコゴケ
ヒメミノリゴケ
コクサリゴケ

ヤマトヨウジョウゴケ
ヨウジョウゴケ

ウスバゼニゴケ科 ウスバゼニゴケ
ミズゼニゴケ科 ホソバミズゼニゴケ
ジンガサゴケ科 ジンガサゴケ

ジャゴケ
ヒメジャゴケ
ゼニゴケ
トサノゼニゴケ
フタバネゼニゴケ

ミカズキゼニゴケ科ミカズキゼニゴケ
P､タケゴケ
｜ウキゴケ

ツノゴケ綱ツノゴケ科 ｜ツノゴケモドキ

ロコゴヶ苔綱綱

ハネゴケ科､ネゴケ科 ●
●

クラマゴケモドキ科クラマゴケモドキラマゴケモドキ準 ●
｜
●

ヤスデゴケ科スデゴケ科

＊
｜
＊
｜
｜
＊
｜
＊
｜
＊
｜
＊
｜
＊
一
＊
一
＊
一
＊

●

●
｜
●
｜
●

クサリゴケ科サリゴケ科

●
｜
●

●

●
｜
●
●

●
｜
●

● 湿った崖面った崖面

● ■■■湿った崖、地上った崖、地上

ジャゴケ科ジャゴケ科

・・躍った地上､岩上一一一i獣一一● ● 眺家付近の土上

●
一
●
｜
●
｜
●

●
｜
●
｜
●

ゼニゴケ科ニゴケ科

呂一呂諄阜碆蒜苦麺些喋三#一一一

●
一
●
｜
●
｜
●

●
｜
●
｜
● 日陰の湿った土、帰化
土上、田の泥上 一ウキゴケ科キゴケ科
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資料4 蘇苔類の地点別出現状況

1 2 3 4 5 6

京 福 福 草 窪 泉 蔵 風 井 福 福 田 宮 美 土 盛 法 正 窪 田 O 祖 出
現

グ ラ 川 川 公 幡 雑 行 周 山 公 邸 社 地
大 池 池 ラ ン緑 緑 園 宮 木 グ 辺 神 園
学 ン ド 地 地 林 ラ 社 数

ド ン
ド

コモチイトゴケ 5 2 2 1 3 1 4 1 1 4 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 3 5 1 3 25
タチゴケ 2 1 1 2 1 1 1 2 3 1 31 3 1 1 1 1 2 1 3 2 5 1 3 24
ツクシナギゴケ 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 l l l l l l l 3 1 1 1 1 22
サヤゴケ 2 1 1 2 3 1 1 ］ 1 3 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 3 21
ハマキゴケ 2 1 1 1 1 1 1 1l l l l l 2 1 1 1 1 1 19
ヒロハツヤゴケ l l l l l l l l ll l l l l l l l l l l9
ヒメジャゴケ 3 1 1 2 1 1 1 1 2 11 2 1 1 1 1 1 1 1 19
ヤマトヨウジョウゴケ l l l 3 1 1 1 3 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 18
ツチノウェノコゴケ l l l l l l l l l l l l l l l l l l7
コスギゴケ 2 1 1 1 1 2 21 2 1 1 2 1 4 1 1 16
ゼニゴケ l l l l l l l l l l 2 1 5 1 1 15
フタパネゼニゴケ l l l l l l l l 2 1 5 1 1 1 14
ホソハリゴケ 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13
ホソウリゴケ 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
ギンゴケ l l l l l l l l l l lO
アカイチイゴケ l l l l l l l l l l lO
コホウオウゴケ 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
ススキゴケ l l l l l l l l l 9
ケヘチマゴケ l l l l l l l l 8
ヒロクチゴケ l l l l l l l 7

ナガヒツジゴケ l l l l l l 7
ジャゴケ l l l l l l l 7
ヘチマゴケ l l l l 6
コゴメゴケ l l l l l l 6
チヤボホウオウゴケ l l l l 5
ヒナノハイゴケ 2 1 2 1 1 5
コツボゴケ 1 1 1 5
コメバキヌゴケ l l l l l 5

ツクシナギゴケモドキ l l l l l 5
ハイゴケ l l l l l 5

キヤラポクゴケ l l l l 4
ホンモンジゴケ 1 1 1 2 4
ヰジクチゴケ l l l l 4
ケギボウシゴケ l l l l 4
ハネヒツジゴケ l l l l 4

コヵヤゴケ l l l l 4
チビッコホウオウゴケ l l l 3
ヒメホウオウゴケ l l l 3

コネジレゴケ 1 1 1 3

ホソエヘチマゴケ 1 1 1 3

コツクシサワゴケ 1 1 1 3

ラセンゴケ l l l 3

ハリゴケ 1 1 1 3
ミズシダゴケ 1 1 1 3
コマノヒツジゴケ 4 1 3
ミドリツヤゴケ 1 1 1 3
キヤラハゴケ 1 1 1 3
ホウキゴケ l l l 3

カギヤスデゴケ l l l 3
フルノコゴケ l l l 3

ウスパゼニゴヶ 1 1 1 3

ミカズキゼニゴケ 1 1 3

ウキゴケ 1 1 1 3

チヂミバコプゴケ 1 1 2

ヤリカツギ 1 1 2

スナゴケ 1 1 2

ヒョウタンゴケ 1 1 2
ホソハリガネゴケ 1 1 2
ユガミチヨウチンゴケ l
~Eﾜｷﾖﾃ ！ 」 ；
コバノイトゴケ 1 1 2

ナガスジハリゴケ 1 1 2
ヶヒッジゴヶ 1 2

アォハィゴケ 1 1 2

クロヤスデゴケ 1 1 2

ヒメヤスデゴケ 1 1 2

コクサリゴケ 1 1 2

ジンガサゴケ 1 1 2
ツノゴケモドキ 1 2
ウマスギゴケ l

ジングウホウオウゴケ 1 1
サクラジマホウオウゴケ l l

ゼンマィゴケ l

ヤマトフデゴケ l

シシゴケ l

ネジレラッキョウゴケ 1 1
オウムゴケ 1

8 91011121316171920212223252628295152535456l3

東 善 善 井 荻 観 A N K MAiU大 浴 三 善 善 和 大 済 富 真 妙 妙 荻 大 M 天U

子 上 下 幡 幡

ｌ
東
京
女
子
大
学

３
善
福
寺
下
池

５
荻
窪
八
幡

（1）（2）

ｊ ｊ

女 寺 寺 八 八 寺 邸 邸 邸 邸 邸 邸省 園 グ 寺 寺 堀 八 山 銀 寺 寺 寺 白 黒 T 神邸

旧
大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

Ⅳ
浴
風
園

旧
三
井
グ
ラ
ン
ド

６
観
泉
寺

８
Ａ
邸

９
Ｎ
邸

川
Ｋ
邸

Ⅲ
Ｍ
邸

肥
“
邸

加
善
福
寺
川
緑
地
０

別
善
福
寺
川
緑
地
⑫

〃
和
田
堀
公
園

邪
大
宮
八
幡
宮

泌
済
美
山
雑
木
林

郡
富
士
銀
行
グ
ラ
ン
ｋ

酩
真
盛
寺

２
善
福
寺
上
池

４
井
草
八
幡

”
妙
法
寺

別
妙
正
寺
周
辺

馳
荻
窪
白
山
神
社

粥
大
田
黒
公
園

別
Ｍ
Ｏ
Ｔ
邸

恥
天
祖
神
社

点

出
現
地
点
数

地点地点

種名種名

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊

＊

＊
＊
＊

＊

次ページへ
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｜
咽
Ｕ
邸

－
９
Ｎ
邸

８
Ａ
邸

鮒
妙
法
寺

別
妙
正
寺
周
辺

茄
天
祖
神
社

ｊｊ

加
善
福
寺
川
緑
地
Ｕ

加
善
福
寺
川
緑
地
Ｕ

踊
済
美
山
雑
木
林

郡
富
士
銀
行
グ
ラ
ン
ド

鮒
真
盛
寺

馳
荻
窪
白
山
神
社

弱
大
田
黒
公
園

肌
Ｍ
Ｏ
Ｔ
邸

２
善
福
寺
上
池

５
荻
窪
八
幡

６
観
泉
寺

一
Ⅲ
Ｋ
邸

Ⅲ
Ｋ
邸

Ⅲ
Ｍ
邸

Ⅲ
Ｍ
邸

胞
釦
邸

一
胞
釦
邸

脇
Ｕ
邸

一
肥
大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

肥
大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

Ⅳ
浴
風
園

Ⅳ
浴
風
園

｜
旧
三
井
グ
ラ
ン
ド

旧
三
井
グ
ラ
ン
ド

ｊｊ

皿
善
福
寺
川
緑
地
⑫

皿
善
福
寺
川
緑
地
⑫

理
和
田
堀
公
園

羽
大
宮
八
幡
宮

ｌ
東
京
女
子
大
学

３
善
福
寺
下
池

４
井
草
八
幡

出
現
地
点
数

地点

種名

センボンウリゴケ

ホソコゴケモドキ

1

ハサナダゴケ 1

ギボウシゴケ
ハチヂレゴケ
ホソバゴケ

ナシゴケ

1

＋
１

１

ケゴ
ケ
ケ

ネ
ケ
ゴ
ゴ

ガ
ゴ
ン
ノ
ケ

リ
ネ
チ
ミ
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
ゴ
ケ
ケ
ケ

ハ
ケ
ガ
ウ
ウ
ゴ
ゴ
ケ
ゴ
ゴ
ゴ
ケ
ジ
ゴ
ケ
ゴ
ゴ

ン
ゴ
リ
ョ
ユ
サ
ケ
メ
ゴ
ワ
プ
ギ
ゴ
ッ
ヤ
ゴ
ヤ
コ
ケ

ケ
チ
ネ
ハ
チ
ケ
ケ
キ
ク
ゴ
ゴ
ラ
ニ
ノ
ナ
サ
ヒ
ッ
ヤ
ッ
ロ
ゴ

ゴ
ウ
ガ
シ
ノ
ゴ
ゴ
ウ
コ
サ
コ
ム
ハ
シ
ヤ
プ
ハ
シ
ッ
バ
ウ
ミ

マ
ョ
リ
ク
バ
ボ
マ
ュ
メ
ク
ヌ
カ
ミ
メ
メ
ッ
ラ
ク
ダ
ル
カ
ボ

ヌ
チ
ハ
ッ
コ
ッ
タ
リ
ヒ
コ
イ
オ
ノ
ヒ
ヒ
ア
ア
ッ
エ
マ
ア
ッ

1

1＊

1

1

１
画
ロ
ロ
１
画
画
Ｉ
’
１

＊
＊
＊
＊
＊
＊

1

＊
＊

２
’
’
’
１

1

１
１

＊
＊

ヨゥジョウゴケ

トサノゼニゴケ

1

ｒ
丁

而詐ハタケゴケ

州
ｌ
雨
而

坐岬

\-H

皿
－
５

Ⅱ
’
４

注）＊：樹木着生酵苔類

－246－

－



資料5 クモ類地点別出現種

Ａ
善
禍
寺
公
園

Ｂ
井
草
瓜
』
随
ｌ

■
咽
開
鯛
踊
澗
凹
■

Ｊ
和
田
堀
隆
‐
掴

し
陣
昨
陰
障
眺
朏
Ｉ

Ｃ
観
泉
寺

Ｄ
今
川
２
・
腸

Ｏ
大
宮
１
．
脂

Ｍ
大
宮
１
・
別

Ｈ
久
我
山
１
・
川

Ｓ
水
禍
１
．
町

Ｒ
晒
光
寺

○今回のみ採集

口前Imのみ採築
●2回とも採築

I

（%）

出現率 出現率

Ⅱ

（%）
総合

（%）

出現率 定着率

（%）

科名 弧名

モグテ
科

タ
モ

ト
グ

コ
ー
ナ

ネ
タ

カ
ト

科

カネコトタテグモ

ギラフーヴヱーFアデワ宅
ワグモ

ワスレナグモ

ネコハグモ

カレハグモ

キイロカレハグモ

マ末ギグモ

トウキョウウズグ言

カタハリ…＝
ウズグモ
子Tファ＝
ミヤグモ

ダニグモ

チ7F下~ミア三ヲ寺
シヤラクダニグモ

河
耳

奉罹

ウズグモ科

チリグモ科

エンマグモ科

タマゴグモ科

ヤマシログモ科

ユレイグモ科

Eヌヲ宅

コアでラEヌヲー

牙干万ワー

干示ラザやEヌヲー

ョア万ワー百~ミーヲフア寺

六ラチ万E~ｼ万ダア舂
壁可…＝一

六ラア万ラヲ東アー

ヒメグモ科

画■…目
六ﾗ竿E~ﾇｰｸ宅

ザラアカムネグモ

ヴデ〒マデチ万ヲ宅

ー ー 寺

フーヨ牢TﾌｰE守ワー

穴Tﾌｰｦ百守弓ア宅

ー

…司過■q■

アカハネグモ

ユカタヤマシログモ

腰
ｑ
詔

：
翌

0．0

丑

輔池赤不一叩諒弥一蝿志志跡志耐示両市市輌弥

イエユウレイグモ

シモングモ

ツリガネヒメグモ

キヒメグモ
ニセンヒメグモ

カグヤヒメグモ

オオツリガネヒメグモ

オオヒメグモ

シロカネイソウロウグモ

フタオイソウロウグモ

カニミジングモ

シモフリミジングモーーーー‐‐

スネグロオチバEヌーグ言

サトヒメグモ

●｜● 叩乖乖元諒諏

●｜●

岬蒄訴誌雨示赤志雨諒読売誌雨諒蒜下誌

L 且

スネグロオチバヒメグモ

ムナグロヒメグモ

イワマヒメグモ

ムナボシヒメグモ

コケヒメグモ

ハイイロヒメグモ

テナガグモ

ハラジロムナキグモ

デーニッツサラグモ

コァーニッツサラグモ

クロナンキングモ

ニセアカムネグモ

ユノハマサラグモ

雨下諒乖一雌燕蒄一岬蒋志一鯏志志志志忘一郎『

0．0

翌
33．3

緊
一U看丁

晒
雨
、
面
面

15.8

重
36.8

0．0

~5可

次ページへ

出現率
18前回剥査川棚60.61年1挺の出現串

Ⅱ；今回調査平成2．3年度の出現串

総合：削回と今回を羊合した出現串

その梱が配録された調査地点の数

山呪耶■

潤査地点の数

2回の鋼迂どちらにも共通して､その甑が配録された調宜地点の数

定打率=

そのmが妃録された期進地点の紐散
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I

Ｍ
大
宮
１
・
洲

○今回のみ採集

口前回のみ採集
●2回とも採災

I

（%）

Ⅱ

（%）
総合

（%）

出現率 出現率 出現率 定着率

（%）
01111 馳｜｜｜｜｜｜｜｜ 齢’’10

科名 極名 23

叫蒜諒誌志一刈志諒誌雨下一鯏乖志蒄誌志示蒄弥乖志誌一蝿元ママ蒜ママ耐赤下蒜志一恥下垂蝿

ツノケ

スソグロサラグモ

乖葹志乖赤
誌訴 忘赤蒜蒄赤一岬諒諒雨下蒜赤蒄壺読誌志乖諒示耐示諒志雨諒訴志雨

5．3

弓子セスジア

トウキョウアカムネグモ

岬下訴乖志誌下誌乖誌乖示乖示諒乖諒訴一岬壺志一岬奉志毒誌誌誌誌奉
加『訴乖乖毒下『志志志誌下誌諒乖蒜蒜一岬雨志一郷壷志誌蒄奉一刈雨帝

マク

牌

コツプグモ科 ｜ナ

ノ、シオニグモ

アオオニグモ

lオニグモ

ナガコガネグモ

ヤマ’

ノメッキコミ

ヨツデゴミグモ

シロスジショウジョウグモ

ワ

Ｍ蒜志一Ｍ諒志一州乖赤赤訴称一岬諏下

サカオニグモ

アシナガグモ科 lヨツホシヒメアシナガグモ

郷蒋万一郷
“爾志奉雨乖一恥壷諒

アシナガグモ

アシナガグモ

ゴI｡ '●‐モ

こう

’
一一垂》百百〒 26．3

モ
モ

恋恋ヤヤマネズガアメ

二語
－5号丁

艸諒称志雨諏68.4

26.3○ ’’ 10．5 21．11 26．3 20．0

1p l 42.1 36.8152.6 50．0
－－－－‘－釦■－i古－IFT 36.8142.1 25．0

口｜ ■ 21．1 21．1 26．3 60．0
コ O p ○ 42．1 63．2 68．4 53．8

0．0 5．3 5．3 0．0

0．0 5．3 5．3－－U冒す

0.0 5．3 5．3 0．0

す－－－,－國可 さ‘す－IU冒す 68．4 68．4 15．4
0．0 21．1 21了l~－－U弓丁

○ 15．8 21．1 21．1 75．0

26．3 10．5 31．6 16．7

’
ノ、

シダグモ

計る
テジロハリゲコモリグモ

’

~ザザグモ科 ｜ササグモ
アシナガコマチグモ
カバキコマチグモ 要:-HQ

次ページへ

－248－



一
一
一
一

率
鋤

万
５
０
ぷ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
６
２
８
３
０
９
３
３
３
ｐ
３
ｎ
４
４
３
６
Ｊ
４
ｆ
Ｏ
Ｊ
ｆ
３
２
８
Ｊ
Ｏ
Ｊ
３
８
５
０
Ｊ
３
５
殉
″
Ｊ
０
３
Ｊ
３
Ｊ
ｊ
ｊ

出

Ｈ
久
我
山
１
．
Ⅲ
ぴ
口
可
○
｜
さ
び
●
ゞ
ｐ
口
國
□
ぴ
○

ロ
ー

Ｓ
永
桶
１
．
町
ぴ
○
’
○
百
□
’
百
○
○
ぴ
一
●
●
○

’
百

Ｐ
下
高
井
戸
八
幡
○
○
百
す
ロ
○
さ
○
０
ぴ
Ｏ
ｌ
ｍ
び
○
す
○
○
可
○

Ｇ
久
我
山
稲
荷
○
百
一
ひ
び
ぴ
○
●
’

す
ぴ
ぴ
ぴ
一
●
｜

Ｒ
竜
光
寺
○
す
○
’
ぴ
●
○
●
可
□

’
ぴ
び
□
□
す
□

ｌ
Ｅ
妙
正
寺
公
園
○
●
ぴ
び
び
ぴ
□
●
□
□
百
○
｜

’
ぴ
一
ｃ
｜

Ｋ
大
宮
八
幡
ぴ
□
｜
●
○
石
可
一
●
○
●
●
ロ

ロ
｜
ロ
○
口
｜

Ｄ
今
川
２
．
胴
○
｜
”
、
口
而
売
李
聖
即
祁
１
１
面
○
す
ず
●
百
一
●
●
○
面
●
○
○

Ｃ
観
泉
寺
一
ロ
ロ
○
●
ロ
ー
’
１
画
ロ
●
●
ロ
○

Ｏ
大
宮
１
．
馬
●
●
●
●
●
○
口
●
○
●
｜
●
●
｜
●
●

百
百
Ｃ
百
百
口
百
万
百

Ｍ
大
宮
１
・
別
○
面
す
す
む
●
●
’
百
型
Ｉ
Ｃ
１
口
’
四
口
●
●
●
’
○
○
●
●
｜
●
○
’
○
皿

Ｂ
井
草
八
幡

ロ
可
否
●
●
●
’
○
ｍ
ｐ
ｌ
ｐ
ｐ
ｌ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｏ
百
○
○
ぴ
●
□
’
○
○
○
●
□
｜
●
面
ひ
○
型

Ｆ
荻
謝
八
幡
百
●
百
□
●
○
｜
●
｜
●
●
’

’
○
百
百
口
ｐ
｜
●
○
｜
●
一
●
｜
●
画
○
●
●
●
び

一
●
●
●
ご
一
●
●
｜
●
ず
○
●
百
百
●
百
□
●
○
●
○
｜
●
口
百
●
□
●
●
ロ
ロ
ぴ
●
｜
●
○
四
ｌ
ｌ
ｐ
ｍ

Ｊ
和
田
堀
公
園

Ｎ
済
美
山

Ｌ
堀
ノ
内
２
・
帆
○
●
●
●
｜
●
再
一
●
□
□
●
●
●
Ｊ
画
ロ
○
ず
●
□
●
●
｜
●
面
○
●
●
｜
●
○
●
口
國
●

モ
モ
Ｊ

グ
グ
モ
モ
Ｆ
リ

ーーー即梱
宅
モ
モ
モ
宅
二
二
グ
グ
リ
’
リ
エ
ト

名極

○今回のみ採典

口前回のみ採築
●2回とも採集

科名 極名

一
●
●
●
●
百
一
●
●
百
一
●
Ｑ
ｐ
ｐ
●
さ
●
●
●
日
●
□
ぴ
□
●
●
●
●
●
’
○
｜
●
●
す
Ｑ
●
●
□
ぴ
ぴ

計；

一》’一峠一一一一毒壼》

コムラウラシマグモ

ウラシマグモ

ヤパネゥラシマグモー
系ヨヲ宅

Ｉ
善
福
寺
Ⅲ
園
削
顔
固
型
■
□
○
｜
●
す
●
●
ｐ
Ｃ
ｐ
○
口
○
●
す
□
●
一
口
百
●
Ｃ
ロ
●
■
ロ
●
ロ
－
皿
ｌ
Ｏ
ｌ

窯
~秀Fワ宅一
ワシグモ科

万三ヲ宅\存

三

一一一一》》声》《》》一》》一一冊一一一一一御言》『韮》一《禍睡一一垂｝

クマダハナグモ

六チア宅

｜
｜
’

一三でヲ宅再

ハヱーFリーグモ耳

現
Ｉ
く
閲
皿
０
岬
馳
他
創
馳
駝
闘
那
５
０
研
妬
５
５
０
亜
０
奴
卿
５
馴
別
靭
馴
０
別
別
那
制
那
躯
０
別
５
｜
旧
旧
０
他
５
Ⅲ
冊
測
研
０
５
他
郡
創
０
剖

蝿雨下一郷赤志乖志諒一岬蒄蒄一耐志乖一蛆雨示
蝿誌乖一那乖乖乖乖乖一刈誌雨
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資料6 昆虫類出現種リスト

調査年度

目名 科名 種名

トンボ目 イトトンボ科 アジアイトトンボ

｜クロイトトンボ
セスジイトトンボ

モノサシトンボ科 モノサシトンボ

アオイトトンボ科 ホソミオツネントン訳
サナエトンボ科 ウチワヤンマ
ヤンマ科 カトリヤンマ

マルタンヤンマ

クロスジギンヤンマ

ギンヤンマ

オニヤンマ科 オニヤンマ

ヤマトンボ科 オオヤマトンボ
トンボ科 シオカラトンボ

オオシオカラトンボ

ショウジョウトンボ
コフキトンボ

ナツアカネ

アキアカネ

ノシメトンボ

コシアキトンボ

ウスバキトンボ

チョウトンボ

バッタ目 ｜キリギリス科 セスジツユムシ

サトクダマキモドキ
クビキリギス

ウマオイムシ

カマドウマ科 カマドウマ

マダラカマドウマ
コオロギ科 エンマコオロギ

ミツカドコオロギ

ツヅレサセコオロギ
ハラオカメコオロギ

マダラスズ

シバスズ

クサヒバリ

アオマツムシ

｜カヤコオロギ
カネタタキ

カンタン

ケラ科 ケラ

昭和60,611平成2

雨●●●●●●

●●
｜
●

【，●
一
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
｜
●

●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
一
●
’
一
●
●｜●’

●
｜
●
一
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
’
一
●
｜
●
一
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●

●

吾

●
一
●
●
一
●
●
●
●

●
｜
●
｜
●
｜
●
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オンブバツタ科

イナゴ科
バッタ科

オンブバッタ

コバネイナゴ

クルマバッタ

クルマバッタモドキ
イボバッタ
ツチイナゴ

ショウリョウバッタ

ハネナガイナゴ
トノサマバッタ

ヒシバッタ

ノミバッタ

エダナナフシ

ナナフシモドキ

アルマンコブハサミムシ

ヒゲジロハサミムシ

ハサミムシ

オオハサミムシ

フナシコカマキリ

オオカマキリ

コカマキリ

ハラビロカマキリ

クロゴキブリ

ヤマトゴキブリ

モリチャバネゴキブ1丁一
チヤバネゴキブリ

ヤマトシロアリ

カツブシチヤタテ(ｺﾅﾁﾔﾀﾃ）
ヒラタチヤタテ
ツチカメムシ

コガタツチカメムシ

マルカメムシ

アカスジキンカメムシ
アカスジカメムシ

下ラヌラーガメムシ
シラホシカメムシ

マルシラホシカメムシ

ツヤマルシラホシカメムシ

ムラサキシラホシカメムシ

クサギカメムシ

ナガメ

チャバネアオカメムシ

エサキモンキツノカメムシ

モンキツノカメムシ

クヌギカメムシ

キバラヘリカメムシ

イナゴ科

穴ワーヲ科

ヒシバッタ科

ノミバッタ科
ナナフシ索「ナナフシ目

ハサミムシ目|クギヌキハサミムシ科
｜マルムネハサミムシ科

オオハサミムシ科

カマキリ科ｶﾏｷﾘ目

ゴキブIノ目｜ゴキブリ科

｜
｜チヤバネヨギヲーワー科

シロアリ目｜ミゾガシラシロアリ科
チャタテムシ|コナチャタテ科

カメムシ目｜ツチカメムシ科

マルカメムシ科

カメムシ科

●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
｜
●
一
●
｜
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
一
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
一
●
一
一
●
｜
｜
｜
●
｜
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
●
｜
●
’
一
●
｜
●
｜
●
’
’
’
一
●

●｜●｜｜｜｜●｜●｜｜●｜●一●｜●｜●｜｜●｜●｜●｜｜●｜●｜●｜●｜●

●
｜
●

●
一
●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
一
●
｜
●
一
●

●
｜
●

●｜●｜●｜●｜●｜●科
科
シ

シ
ム

ム
メ
メ
カ

カ
ギ
ノ
ヌ

ッ
ク
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ホオズキヘリカメムシ

ホソハリカメムシ

ハリカメムシ

クモヘリカメムシ

ホソヘリカメムシ

イトカメムシ

ヒメイトカメムシ

ホソコバネナガカメムシ

オオメナガカメムシ

クルミグンバイ

トサカグンバイ

ツツジグンバイ

ナシグンバイ

ヤブカラシグンバイ

アカシマサシガメ

ヒメハナカメムシ

アカホシメクラガメ

ナカグロメクラガメ
ヲヂ~Eゲクロメクラガメ
アカヒゲホソミドリメクラガメ
フタモンアカメクラガメ

ムモンミドリメクラガメ

ヒメアメンボ

アメンボ

ニイニイゼミ
クマゼミ

アブラゼミ

ヒグラシ

ミンミンゼミ

ツクツクボウシ
ミミズク

ムネアカアワフキ

シロオビアワフキ

マェジロオオヨコバイ

ホシアワフキ

クワキヨコバイ

ツマグロオオヨコバイ

オォョコバィ

ヲチミヤクヨコバイ
アオズキンヨコバイ

チマダラヒメヨコバイ

コチャイロヨコバイ

ツマグロヨコバイ

トビイロツノゼミ

イナズマヨコバイ

ヘリカメムシ科

●
｜
●

●イトカメムシ科

ナガカメムシ科

グフフマイムシ科

●｜｜●｜●｜●｜●｜●｜｜●｜●｜●｜●｜｜●｜｜｜●｜●｜｜●｜●｜●｜●｜●一●｜●｜●｜｜●一●｜●一●｜●｜●｜●｜｜●

1】

サシガメ科

ハナカメムシ科
グンバイムシ科

メクラカメムシ科 ●
｜
｜
●
｜
●
｜
｜
｜
｜
●

アメンボ科

セミ素后

ミミズク科

トゲアワフキ準
アワフキムシ形

オォョコバィ準

アワフキムシ準

フトヨコバイ準

オオヨコバイ準

●

ブチミヤクヨコパイ科

アオズキンヨコパイ科

ヒメヨコバイ科
ヨコバイ科

ツノゼミ科

ヨコバイ科
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ヒシモンヨコバィ

クロヒラタヨコバイ
ホソミドリウンカ

ニワトコヒゲチ万アヲラ云云
クスオナガアブラムシ

ハゼアブラムシ(ｺﾐ而ｱﾗｰﾗXジア
ァォバハゴロモ

クワキジラミ

ワタフキカイガラムシ

ルビーロウムシ

アミガサハゴロモ

ベッコウハゴロモ

スケバハゴロモ

クリオオアブラムシ

エノキワタアブラムシ

トウキョウカマガタアブラムシ
ヤナギクロケアブラムシ
モミジニタイケアブラムシ
イバラヒゲナガアブラムシ

キクヒメヒゲナガアブラムシ

ゴンズイノフクレアブラムシ

ニワトコフクレアブラムシ

エンドウヒゲナガアブラムシ
ジヤガイモヒゲナガアブラムシ

ウ雷"ラムシ
モモアカアブラムシ

ニセダイコンアブラムシ

グイコンアブ.ラムシ
キククビレアブラムシ

マメアブラムシ

ギシギシアブラムシ

クワイクビレアブラムシ

ムギクビレアブラムシ
ェゴノネコフシァブラムシ

カメノコロウムシ

ツノロウムシ

ルビーロウムシ

マダラウスバカゲロウ
ヨツボシクサカゲロウ

ヴスバカケロウ

|マツアトキハマキ
チヤハマキ

ミドリヒョウモン
ヒオドシチョウ

オオムラサキ

＝
●
｜
●

クロヒラタヨコパイ科

ウンカ科
アブラムシ科

●一●｜●｜●一●｜●｜●一●

アオバハゴロモ科

キジラミ科

｜ワタフ手万~ﾌrガヲZヲ科
｜カタカイガラムシ科
｜ハゴロモ科

●
｜
｜
｜
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●●

アブラムシ科 ●
一
一
一
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

’

カタカイガラムシ科

アミメカゲロ|ウスバカデ百~ﾗ科
｜クサカゲロ'ﾗ蕊「
｜ウスノ障超冒唾圏1

チョウ目 ｜ハマキガ科

●
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
●
一
一
●
｜
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
●
｜
●

●一●●一●

タテハチョウ科
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ミノガ科 二二

二二

二二

ミノガ

オオミノガ

ミノウスバ

ホタルガ

タケノクロホソバ(ﾀｹ/ﾎｿｸﾛﾊﾞ）
ヒメクロイラガ

|イラガ
|クロシタアオイラガ
|シロスジツトガ
'ツトガ

ミツテンノメイガ

シロオビノメイガ

ヨヲフメイガ
ワタノメイガ

マエアカスカシノメイガ

ツゲノメイガ
マメノメイガ

ウスグロノメイガ
ヘリグロノメイガ

シロテンウスグロノメイガ
マエキノメイガ

マエキシタグロノメイ万一－－
タテシマノメイガ
マエベニノメイガ

ヘリジロキンノメイガ
アワノメイガ

ウドノメイガ

トビイロシマメイガ

アカシマメイガ

アカマダラメイガ

ー凸画詞トリバ
ダイミョウセセリ
キマダラセセリ

コチヤバネセセリ

オオチヤバネセセリ

イチモンンジセセリ

ジャコウアゲハ

アオスジアゲハ

キアゲハ

ナミアゲハ

クロアゲハ
モンキアゲハ

カラスアゲハ

キチョウ

モンキチョウ

マダラガ科
【》｜《】

イラガ科

メイガ科

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

トリバガ科

セセリチョウ科

●
｜
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
’
一
●
一
●
｜
●

アゲハチョウ科

三シロチョウ科
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｜●｜●｜●
ツマキチョウ

モンシロチョウ
ヌジグロシロチョウ
ミーズイロ牙干万ラヲーミ
トラフシジミ

ベニシジミ

ヲフ7~ジアジミ
ウラナミシジミ

ヤマトシジミ

ルリシジミ

ツバメシジミ

ウラギンシジミ

テングチョウ
コミスジ

キタテハ

ルリタテハ

ヒメアカタテハ

アカタテハ

ゴマダラチョウ

ヒメウラナミジヤノメ

ナミヒカゲ

サトキマダラヒカゲ
ヒメジヤノメ

ナシヒメシンクイ

イガ

モンキクロノメイガ

フタテンオエダシヤク

ブドウスズメ

ホウジヤク

ハガダギコケガ

ノコメトガリキリガ
ベニシタバ

オオアカキリバ

シロオビフユシャク

クロバネフユシャク
スジモンフユシャク

ウスバフユシャク

キバラヒメアオシヤク

フタナミトビヒメシャク

ウスキクロテンヒメシヤク

アトスジグロナミシヤク

フタトビスジナミシヤク
セスジナミシヤク
オオハガタナミシヤク

ツマキナカジ百チミシヤク

シジミチョウ科

●一●｜●｜●｜●｜●｜●一●｜●｜●｜●｜●｜●一●｜●一●｜●｜●一●一●一●｜●｜●｜●｜●一●｜●一●

和工
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ウラギンシジミ科

テングチョウ科

タテハチョウ科

ジヤノメチョウ科

ハマキガ科

ヒロズコガ科

メイガ科
シャクガ科

スズヌーガ科 ●
｜
●

ヒトリガ科

や万素｢~－

●
一
●
｜
●

シヤクガ科

●
｜
●
●
一
●
｜
●

● ●一●｜●｜●｜●｜●

●
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|シロシタトビイロナミシヤク

|ユウマダラエダシャク
|ザザチミオビエダシヤク
|ウチムラサキヒメエダシャク
ハグルマエダシャク

クロハグルマエダシャク

シャンハイオエダシャク

ヒロオビトンボエダシヤク

ウメエダシヤク

ヨ宅竿ヱグシャク
マエキトビエダシヤク
ウスキツバメエダシヤク

マッカレハ

クスサン

|オオミズアオ
|ヱで万ラスズメ
|シモフリスズメ
|ザザナミスズメ
モモスズメ

ウンモンスズメ

オオスカシバ

ホシヒメホウジャク

ヒメクロホウジヤク

|ホシホウジヤク
|クロホウジヤク
|ベニスズメ
|コスズメ
|セスジスズメ
|ツマキシヤチホ．
'モンクロシヤチホコ
|ヒメシロモンドクガ
|マイマイガ
|モンシロドクガ
|ドクガ
|チャドクガ
|ヤネホソバ
|ヌーヲモンヒトリ
|クワゴマダラヒトリ
|アカハラヨマダラヒトリ
|キハラゴマダラヒトリ
|アメリカシロヒトリ
|クロスジヨヲガ
|カノコガ
|シマケンモン
|タマナヤガ

● ｜Ｉ

●

カレハガ科

ヤママユガ科

スズメガ科

●
｜
｜
●
●
｜
｜
｜
●

シヤチホコガ科

ドクガ科

●
｜
●

ヒトリガ科

旧
匡
后罵壷 に’
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|カブラヤガ
クロクモヤガ

ヨトウガ

キミヤクヨトウ

|ミヤマオビキリガ
テンオピヨトウ

アカガネヨトウ

シロスジアオヨトウ
ハスモンヨトウ

ヒメサビスジヨトウ

オオシマカラスヨトウ
ベニモンヨトウ

クロシタキヨトウ

シロテンクロヨトウ

ラザヤガ

リユウキュウキノ万ワーガ
アカマエアオリンガ

ベニモンアオ1ﾌｰﾌ万一

|アカスー…~
カバイロシマコヤガ

ワイギンモンウワバ

イネキンウワバ
キクキンウワバ

ホソオビアシブトクチバ

ムクゲコノハ

フクラスズメ

ナカジロシタバ
フタテンアツバ

クロキシタアツバ

タイワンキシタアツバ

トビイロトラガ
ヤチガガンボ

ジーワ~7~F万万フ頭
キリウヲ万万フ系
ガガンボの1種
コガタアカイエカ

ホシチョウバエ

オオケチョウバエ
オオチョウバエ

オオクロヤブカ

アカイエカ

ヒトスジシマカ

メスアカケバエ

ナガサキニセケバエ

セスジユスリカ

●
｜
●
●
｜
●

●

●｜●｜●｜●｜●｜●｜●｜●｜●

二

二

二4D

●●｜●｜●｜●｜●●｜●｜●｜●｜●
●
｜
●

●
●
●
●
●
●
●

トラガ科

ガガンボ科

●
●ハエ目

で●
●
●
●
●

●
一
一
一
●

力科

チョウバエ科(丙爾科〕

力科

●

●
一
面
一
一
●
｜
●
｜
●
一
●
一
●

三三ケバエ科(ﾌﾙｶ科）
ニセ

●ユスリカ科
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オオユスリカ

コウカアブ
アメリカミズアヲ
ハラボソムシヒキ

シオヤアブ

●
｜
●
一
一
●
一
●
一
●

ミズアブ科

ムシヒキアヲ科

｜コウヤツリアブ
｜トラフムシヒキ
｜アオメムシヒキ(ｱｵﾒｱﾌ､方
｜シオヤムラ~E手Iy評ｱｦ、方
｜マガリケムシヒキ
｜ビロウドツリアブ
|シマハナアブ
ハナアブ

アシブトハナアブ
ホソヒラタアブ

ナミホシヒラタアブ

フタスジハナアブ
オオハナアブ

エゾコヒラタアブ

コガタノヒラタアブ

セスジヒラタアブ(ﾎｼﾂﾔﾋﾗﾀｱﾌ

牙rﾔ制モンキアシナガヤセバエ
｜センチトゲハネバエ
ナモグリバエ

ヨモギハモグリバエ

カトウハモグリバエ
ミスジミバエ

キイロショウジョウバエ

イェバエ

ヒメイエバエ

ヒメクロバエ

ケブカクロバエ

オオクロバエ

ミドリキンバエ

ヒロズキンバエ

キンバエ

センチニクバエ

ナミニクバエ

ノコギリハリバエ

ネコノミ

トウキョウヒメハンミョウ

ニワハンミョウ

アオオサムシ

｜ナガヒョウタンゴミムシ
｜セアカヒラタゴミムシ

｜ツリアブ科
｜ムシヒキアヲ科

●●
｜
●
一
一
●
｜
●
一
●
｜
●
’
’
一
●
一
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
｜
●
一
●
｜
｜
｜
●
｜
●
一
●
｜
｜
●

ツリアブ科

Dハナア鄙固I…圏日

）

ナガズヤセバエ科(アシナカ
トゲハネバエ科
ハモグリバエ科

ミバエ科

ショウジョウバヱ科
イエバエ科
ハナバエ科

クロバエ科

■■■■

●
｜
｜
｜
●
｜
●
一
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●

ニクバエ科

二二
ヤドリバエ科

ノミ目 ヒトノミ秤一
コウチユウ目ハンミョウ科

オサムシ科

次ページへ
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マルガタツヤヒラタゴミムシ

マルガタゴミムシ

コアオマル万ダーヨミムシ
キアシマ万万ラーヨミムシ
ナガマルガタゴミムシ
オオマルガタゴミムシ

ゴミムシ

ホシボシゴミムシ

ケゴモクムシ
ヒメケゴモクムシ

ケウスゴモクムシ(ｳｽｹｺｰﾓｸﾑｼ）
コゴモクムシ

ウスアカクロゴモクムシ

クロゴモクムシ

クロゴモクムシ(ｷｱｼｸﾛｺﾏｸ"7
アカアシマルガタゴモクムシ

マルヒメゴモクムシ

イツホシマメゴモクムシ

クロヘリアトキリゴミムシ

ジユウジアトキリゴミムシ

ハイイロゲフーヨ百~ヴ
コシマゲンゴロウ

ニセドウガネエンマムシ
コエンマムシ

コクロシデムシ

ヒラタシデムシ

ヒメヒラタシデムシ

ホソフタホシメダカハネカクシ

アオバアリガタハネカクシ

アカバハネカクシ

ミヤマクワガタ

ノコギリクワガタ

コクワガタ

スジクワガタ

ヒラタクワガタ

センチコガネ

カドマルエンマコガネ

クロマルエンマコガネ

コブマルエンマコガネ

マグソコガネ

コフキコガネ

クロコガネ

コクロコガネ

ナガチヤコガネ

ヒメビロウドコガネ

●
一
●
｜
●
｜
●
｜
●

●

●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
●

己
一
一
一
●
｜
｜
｜
●
｜
●

●｜●｜●

●
｜
●
’
’
一
●
｜
●

●｜｜●｜●｜●｜｜｜●●｜●｜●●｜●一●
●
｜
●

ゲンゴロウ科

エンマムシ科

シデムシ秤一

●
｜
｜
●

ハネカクシ科 ●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
一
●

弓
一
一
●

クワガタムシ科

●
一
●

コガネムシ科

●
｜
●

次ページへ
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●
●｜アカビロウドコガネ

｜マメコガネ
セマダラコガネ

スジヨー万束
ドウガネブイブイ

｜サクラコガネ
｜ヒメコガネ
ヒラタハナムグリ

クロカチヲン
カナブン

シロテンハナムグリ
カブトムシ

コアオハナムグリ

トビイロマルハナノミ

｜タマムシ
｜ヒメヒラタタマムシ
ヒシモンナガタマムシ

クズノチビタマムシ

マルガタチビタマムシ

ヤノナミガタチビタマムシ

サビキコリ

マダラチビコメツキ

オオツヤハダコメツキ
トラフコメツキ
オオクロクシコメツキ

アカアシオオクシコメツキ

クロツヤクシコメツキ

カマキリタマゴカツオブシムシ

ヒメマルカツオブシムシ

チビタケナガシンクイ
ジンサンシバンムシ

｜タバコシバンムシ
｜ケシジョウカイモドキ
ツマキアオジョウカイモドキ

クロハナケシキスイ

モンチビヒラタケシキスイ

キボシヒラタケシキスイ
ヘリグロヒラタケシキスイ

ナガコゲチャケシキスイ
ルイスコオニケシキスイ

ヨツボシケシキスイ

クロミジンムシダマシ

ヨツボシテントウダマシ

クビアカヒメテントウ

コクロヒメテントウ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●一● ●

マルハナノミ科

タマZヲ葎 ●

●
｜
●
｜
｜
●
一
●
一
●

●

【，

コメツキムシ科 ⑪●
●

●

●

与●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
’
一
●
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
｜
●
｜
●

カツオブシムシ科 《》

ナガシンクイムシ科

シバンムシ科 ●

●

ジョウカイモドキ科

ケシキスイムシ科 ●

⑪

●

●
｜
｜
●

●

ミジンムシダマフ河
テントウムシダマシ科
テントウムシ科

●

●
F司

一

● ●

次ページへ
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再
リ

ウ

ウ
ウ
ト
ウ
シ
キ
キ

ウ
ウ
ウ
ト
ト
ン
ト
ム
シ
キ
ド
ミ
リ
リ
リ
リ
シ
シ

ト
ト
ト
ン
ン
テ
ン
ミ
マ
シ
キ
ド
モ
キ
カ
キ
リ
リ
キ
リ
キ
キ
シ
ム
ム
シ

ン
ウ
ン
ウ
ン
テ
テ
シ
ウ
テ
ゴ
ダ
ム
ミ
ド
モ
リ
ド
ラ
ミ
キ
キ
リ
ミ
キ
ミ
リ
ミ
リ
ム
ハ
ハ
ム

テ
ト
テ
ト
テ
シ
シ
ホ
ト
ウ
シ
ウ
コ
リ
シ
シ
キ
ノ
モ
リ
キ
モ
ダ
カ
ミ
ミ
キ
カ
ミ
カ
キ
カ
キ
ハ
ソ
シ
ル
シ
ハ

『帯》卸》秀やや犀》識》一年》御》唖》処《》州
シ
ン
シ
ン
コ
ホ
ホ
ゴ
ウ
ン
ト
ホ
ト
ノ
ワ
ム
シ
ム
チ
ナ
リ

ホ
テ
ホ
テ
ノ
ロ
ロ
ウ
ト
テ
ン
ヤ
ン
キ
マ
ハ
マ
キ
シ
ク
ハ
キ

カ
ロ
ク
シ
メ
シ
シ
ュ
ン
ラ
テ
ウ
テ
ヤ
リ
キ
ト
ダ
チ
ム
シ
メ
ミ

ア
イ
ウ
ホ
カ
ア
ア
ジ
テ
ダ
ロ
ュ
シ
ッ
ワ
ル
ブ
シ
ク
キ
ホ
ヒ
カ

己
茄
一
》
程
芳
写
生
歩
和
走
一
罪
科
→
吋
知
蓉
云
酎
必
封
癖
知
如
港
雰
耗
志
和
却
挿
非
諄
妨
嘩
栽
か
壷
勃
搾
や
滿
吋
坐
・
任
防

●
一
●

●
’
一
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
●
｜
●
一
●
｜
｜
●
一
一
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●

＝

●
｜
｜
●
｜
●

●

●●｜●｜●

ゴミムシダマシ科
●

●

ハムシダマシ科

クチキムシ科

●｜●｜●

ハナノミ科

カミキリモドキ科
カミキリムシ科

カミキリモド竿秤

●
一
●
｜
｜
｜
｜
●
｜
●

アリモドキ科

カミキリムシ科

●
’
一
●
●
一
一
Ｃ
ｌ
●ハムシ科

次ページへ
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|ヤナギルリハムシ
|サンゴジユハムシ
|ウスイロウリハムシ
|クロウリハムシ
アトボシハムシ

クワハムシ

ハンノキハムシ

イタドリハムシ

アカバナトビハムシ

カミナリハムシ

クワノミハムシ

キスジノミハムシ

ヨモギトビハムシ

テントウノミハムシ

ルリナガスネトビハムシ
ナトビハムシ

ルリマルノミハムシ

ヒメカメノコハムシ

アズキマメゾウムシ
カオジロヒゲナガゾウムシ

スネアカヒコゲチ万ﾜ諏ラムシ
エゴヒゲナガゾウムシ
クチナガチョッキリ

ヒメクロオトシブミ

カシルリオトシブミ

リンゴコフキゾウムシ

ウスイロヒゲボソゾウムシ

カシワクチブトゾウムシ

クリイロクチブトゾウムシ
ヒレルクチブトゾウムシ

サビヒョウタンゾウムシ

クワヒョウタンゾウムシ

スグリゾウムシ

コフキゾウムシ

ヤサイゾウムシ

オジロアシナガゾウムシ

カシワノミゾウムシ

アカアシノミゾウムシ

ジュウジチビシギゾウムシ

●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
一
●
｜
●
｜
●

●｜●｜●｜●’一一●｜●
●｜●一●｜●｜｜●｜｜●｜●｜●｜●’

マメゾウムシ科

ヒゲナガゾウムシ科

●

オトシブミ科

●

ゾウムシ科

●

●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
｜
●
｜
｜
｜
●
｜
｜
●
｜
●
｜
●
’
一
●
｜
●
｜
●
｜
●

●一一●｜｜●｜｜●一一一●

ジ ムネサルゾウムシツツ qD

ハチ目

トビケラ目 ホソバトビケラ科

ハバチ科
ミフシハバチ科

ホソバトビケラ

ニホンカブラハバチ

チユウレンジバチ

ルリチユウレンジ

アゲハヒメバチ

●
｜
●●｜●｜●

●
｜
●

ヒメバチ科

次ページへ
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ハラボソトガリヒメバチ

クリタマバチ

オオハリアリ

クロナガアリ

アズマオオズアカアリ

トビイロシワアリ
カドフシアリ

アミメアリ

トビイロシリアゲアリ
キイロシリアゲアリ

ウロコアリ

トビイロケアリ

アメイロケアリ

クロクサアリ

クロヤマアリ

サムライアリ

クロオオアリ

ヨツボシオオアリ

ハラナガツチバチ

キンケハラナガツチバチ

ヒメハラナガツチバチ

スズメバチ(ｵｵｽｽﾞﾒﾊｰﾁ）
クロスズメバチ

キアシナガバチ

セグロアシナガバチ
コアシナガバチ

フタモンアシナガバチ

キボシトックリバチ
スズバチ

キイロスズメバチ

コガタスズメバチ

チビドロバチ

オオモンクロベツコウ
ジ万7マチ
アメリカジガバチ

クロアナバチ

オオハキリバチ

ヨウシユウミツバチ

クロマルハナバチ

クマバチ

ヨウシュミツバチ

コマルハナバチ

●
｜
●
一
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●
一
●

タマバチ科

テTﾌｰ秤一一

ツチバチ科

スズメバチ科

●一●｜●｜●’一●｜●｜｜｜●｜｜●｜●｜｜●｜●｜｜●｜｜●｜｜｜●｜●｜●｜｜｜●｜●｜｜●

●｜●
●
●

●
｜
｜
●
一
●

●●
｜
●
●
●
●
●
●
●
●

ベッコウバヂ砺后
ヲ万バチ秤一一 ●●

｜
●

ハキリバチ科

ミツバチ科

●己
一
●
●
’
一
●

●
●
●
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資料7 年別出現種類と総出現個体数

年度別出現個体数
昭和 昭和 平成
60 1 61 1 3

年度 年度 年度目名 科名 種名
36カイツブリ

ペリカン

コウノトリ

カイツブリ

ウ

サギ

４
．
．
１
．
．
１

《
町
“
叩
）
凸
■
■
。

７
》
１
．
１
．
１
》
５

４
月
等
△
ロ
。
Ⅱ
Ⅱ
凸
。
。
。

1

ガンカモ ｜ガンカモ

５
．
７
．
９
．
６
．
１
．
１
．
２
》
２
◆
２
．
１
．
３
．
２

８
．
１
．
０
．
３
．
・
・
・
・
５
．
．
８
．

。
［
〃
ｊ
Ｏ
ｏ
ｏ
月
吟
今
。
。
。
。
。
。
ｏ
ｑ
Ｉ
Ｉ
▲
、

・
・
・
ワ
ロ
。
。
。
“
。
。
Ⅱ
Ⅱ
＆
。

３
．
０
．
３
．
５

４
．
３
◆
３
．
２

・
５
．
２
。

２
．
０
．
４
．
９

３
．
７
．
６
．
１

・
４
．
２
．

ワシタカ ワシタカ

ハヤブサ
キジ
ヅル…………
ヂドi)….…
ハト

ホトトギス

キジ
クイナ

シギ

ハト

ホトトギス

６
．
８

・
２

28ギ
ー
ト
》
ウ
リ

師2.1 1172

ソコ

ソドツツ 1

アマツバメ

ブッボウソウ

キツツキ
スズメ

アマツバメ

カワセミ

キツツキ

ツバメ

セキレイ

2 1 １
．
５
０
．
３
．
５
．
８
．
１
．
５
．
５

．
．
６
．
．
２
．
．
３
．
１
←
１

．
．
２
．
．
１
◆
・
８
．
．

。
●
ワ
ロ
ロ
ロ
ｑ
Ｉ
Ｉ
△
ロ
ロ

３
．
０
．
３
．
８
．
８
．
７
．
６
．
４
．
９

・
１
．
０
．
．
８
１
」
３
．
２
．
１

．
．
２
．
．
．
．
４
．
・

。
。
。
ロ
ロ
。
《
叩
／
〕
。
。

９
．
６
◆
８
．
２
．
０
．
６
．
８
．
６
．
１
．
３
．
１
．
８
．
２
．
２
．
１
．
２

２
．
８
．
．
６
．
３
§
８
§
１
．
・
ゞ
々
５
．
１
．
・
・
・

ろ
１
１
４
．
・
ロ
。
〔
Ｕ
（
〕
。
・
ロ
ｐ
ｐ
ｑ
Ｉ
Ｉ
上
。
ワ
。
。
。

ロ
。
二
口
ロ
毛
Ⅱ
Ｉ
ム
ワ
ワ
ロ
ロ
。
。
《
。
“
。

リ
ー

侭
ギ

ョ
ズ
タ

陰
モ
ヒ

７
．
４
．
２
．

．
４
．
３
．

．
２
。
。

２
．
７
．
３

。
。
Ⅱ
Ⅱ
△
ワ
。
Ⅱ
Ｉ
▲

ｏ
ｑ
Ｉ
Ｉ
▲
ロ

２
．
．
１
．
２
．
１

1

シジュウカラ

１
．
１
．
１
．
２
．
１
．
３
．
３
．
７
．
０
．
４
．
４
◆
２
．
０
．
２
．
５

．
．
８
．
７
．
・
・
７
．
０
．
９
．
７
．
０
．
．
８
．
．
９

ロ
ロ
《
Ｕ
〈
〕
ｐ
Ｑ
Ｉ
Ｉ
△
．
。
。
。
‐
月
斗
今
。
ロ
ハ
叩
司
ｖ
・
４
旬
哩
＆
。
Ｄ
Ｐ
禿
Ｕ
ロ
。
【
Ｊ
Ｏ

。
ロ
ロ
ロ
。
ロ
ワ
・
３
月
４
．
Ｓ
ｑ
Ｉ
Ｉ
△
。
ロ
ロ
ロ

Ｐ
『
Ｕ
・
１
人
・
１
０
上
向
く
Ｕ
Ｐ
ｈ
Ｕ
・
４
月
君
。
、
ム
・
Ｒ
Ｕ
入
Ⅱ
ｖ
ｏ
ｌ
上
人
ｕ
ｖ
ハ
ｕ
Ｕ
Ａ
ｘ
ｕ

２
．
１
．
．
ゞ
５
．
５
．
３
．
７
．
７
．
．
９
．
◆
ｌ

９
．
２
．
◆
・
・
５
．
．
３
．
５
．
．
５
．
．
５

ロ
ワ
。
ロ
。
凸
ロ
ー
月
幹
凸
。
。
Ⅱ
Ⅱ
４
口
。
。
。

３
◆
８

９
．
６

７
．
２

メジロ

ホオジロ

４
．
７
．
０
．
０
．
７

２
．
０
．
１
．
７
．
９

・
５
．
．
９
．
５

．
．
．
３
．
１

アトリ

ハタオリドリ

ムクドリ

カラス

２
→
ｌ
◆
０

４
．
．
６

５
．
．
４

14055 14351

40 51

")リストは日本産鳥類目録改訂第5版(日本烏学会1974)による。

（個体数)（個体数）

57m(種類数)57種（種類数）

（多様度:B)6.3175.992（多様度:β）

12589

30

6．369
26科26科合計14目合計14目

－264－

－



資料8渡りの区分別出現種類

調査年度
昭和60年度｜昭和61年度 ｜平成3年度

膜類数;瀞：（%）
種類数 比率 種類数：比率

：（%）
渡りの

区分
種類数：比率

：（%）

留鳥

夏鳥
冬鳥
旅烏
不明

６
．
１
．
２
．
５
口
６

１
．
口
！
。

40.00

2．50

30.00

12.50

15.00

16:31.37

1: 1．96

12:23.53

6:11.76

16:31.37

15:50.00

1: 3．33

12;40．00

0: 0.00

2； 6．67｜帥 面

合計 40: 100 30: 100

資料9生息環境区分別出現種類

調査年度

昭和60年度｜昭和61年度｜平成3年度
生息環境
区分 ：（%） i(%)

種類数：比率 種類数：比率 種類数 比率
；（%）

水辺

林地
林地など

林縁など
草地，農耕地
市街地，その他

０
．
５
．
５
．
５
．
０
．
５

３
．
３
．
．
１
．
１
．

２
．
４
皿
２
．
６
．
４
副
２

１
Ｉ
Ｉ
４
ｐ
ｑ
ｌ
Ｉ
▲
・
ロ
・
ロ

７
．
７
．
２
劃
６
皿
６
３

１
Ⅱ
Ｉ
４
ｐ
－
ｌ
Ｉ
▲
・
●
・
毎

３
割
３
句
２
口
６
劃
６
副
８

３
．
３
．
９
→
７
．
７
．
８

■
毎
●
②
句
争
●
Ｐ
■
■
■

３
←
３
．
３
．
１
．
１
．
５

、
く
咽
）
。
（
叩
く
叩
）
。
ｐ
ｑ
ｌ
０
▲
●
９
■
日
己
。

ｌ
←
７
．
２
．
４
．
４
．
２

１
Ⅱ
Ⅱ
▲
毎
・
●
。
。

36．67

23．33

W:.67
13.33

13.33

6 : 67
合計
一瓦河

40: 100151; lOO| 30: 100

湿性草地

水辺

河川，池
海岸．河川

水辺

林地 林地

林地， 農耕地

林縁 農耕地
林縁． 草地

林縁など

草地
草地，農耕地
農耕地，市街地

草地，農耕地

市街地
海岸，山地
林地．市街地

市街地，その他
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資料10月別種類数，個体数および多様度

内容’4月；5月；6月i7月;8月;9月;10月111月i12月§1月#2月:3月
；個体数

平成3年度；種類数

i多様度

０
唖
３
叩
９
８
．
４
》
１
１
．
５
．
６

６
．
２
・
’
９
．
２
．
５
７
．
２
．
１

1058

15

6.054

1147

17

5．506

1105

18

4．712

1206

14

5．708

1387

15

5.108

1316

18

56064

1l03

14

4．783

1234

15

4．252

1097

16

4．888

1039

14

4.409

1148

15

5．443

1091

16

4．697

982

16

5．969

866

21

5.712

1206

20

6．151

992

20

6.180

1051

24

5．439

1364

27

5．714

1036

27

7.145

1344

29

7．117

1271

27

6．759

1034

20

7．140

1340

26

7．645

1312

29

5.361

３
．
２
．
７
８
印
５
劃
２

３
◇
２
．
７
２
．
２
．
６

０
．
．
０
３
．
．
ｌ

Ｑ
７
Ｉ
ム
ロ
ロ
ロ
１
０
４
口
。
”

。
・
８
・
・
６

畑一羽一吋一岬一恥一秘

５
．
２
町
６
０
．
３
．
８

６
．
２
．
７
５
．
２
．
３

０
．
．
１
０
．
．
４

。
Ⅱ
Ⅱ
＆
ロ
ロ
●
１
Ⅱ
凸
ロ
・
■

．
・
６
・
・
６

０
．
．
２
０
．
◆
６
０
．
．
４

も
０
１
▲
ロ
。
■
１
１
△
ロ
。
■
１
１
△
。
。
■

．
・
６
．
◆
６
・
・
５

§個体数

昭和60年度；種類数

；多様度

；個体数

昭和61年度；種類数

；多様度

６
．
８
．
８

３
．
２
．
８

１
．
．
０

。
Ⅱ
Ⅱ
▲
。
。
■

令
・
７

７
．
５
．
５

８
．
２
．
９

１
．
・
０

１
１
４
．
．
④

。
・
７

５
．
０
．
７

９
◆
３
．
４

１
。
・
５

●
Ⅱ
Ⅱ
且
ロ
ロ
巳

．
・
８

資料12ルート別年度別出現種類数，個体数および多様度

｜ ’
種類数
沼和昭和平成
60;61:3

個体数

61

多様度(β) ……
昭和：平成

61 : 3

年度：年度

:昭和昭和

:60

:年度年度

成
３
度

平
年

昭和

60

年度年度年度年度ﾙｰﾄ肋．

向
い
Ｕ
ゞ
４
４
△
・
ハ
ｕ
Ｕ
・
ｎ
ｘ
Ｕ
。
ｎ
／
９
．
八
肘
Ｕ
・
句
ｊ
１
．
１
１
入
・
ｎ
ｈ
Ｕ
。
（
ソ
】
・
１
４
４
，
／
臼
・
ｎ
ｕ
Ｕ
・
ハ
ｕ
Ｕ
ロ
ハ
ｈ
Ｕ
・
ハ
ｕ
Ｕ
・
１
１
４
今
ハ
Ⅱ
Ｕ
・
４
４
▲
・
八
ｈ
Ｕ

１
．
１
．
２
．
２
ゞ
２
．
１
．
１
．
２
．
１
．
１
》
１
．
１
．
１
？
１
．
．
３
℃
２
．
１
．
１

l5

16

18

20

15

14

12

15

13

12

15

13

13

10
1.ｳ．
▲ 写

9

26

12

15

14

６
℃
７
．
８
｝
９
．
０
．
１
．
２
．
３
．
４
．
５

１
℃
２
．
３
？
４
．
５

・

・
・
・

６
．
７
℃
８
？
９
℃
０

・
ゞ
←
１
．
１
．
１
．
１
．
１
．
１
・
’
１
．
１
・
’
一
２

５
．
８
．
３
．
２
争
３
－
７
釦
６
》
ｌ
印
４
》
４
》
５
千
３
』
６
部
ｌ
』
６
皿
２
》
０
－
０
》
６
－
０

１
１
．
２
ゞ
２
．
２
．
１
１
２
℃
１
．
１
．
１
℃
１
１
．
１
．
１
ゞ
１
３
．
２
．
１
←
２

759：689

838：675

691:995

613:904

547：566

765:840

522：855

682：853

503:491

442；305

684:613

624：648

613:563

236：208

429；446

574；370

2105;1951

1037:lll9

634；694

757：566

６
．
７

５
．
７
ゞ
ｌ
」
０
．
９
１
．
８
？
６
．
５
．
７
←
３
》
３
．
９
．
２
．
６
．
７
」
３
．
０
←
３
ゞ
４

５
２
．
６
５
．
３
．
９
．
２
．
２
．
７
７
．
１
．
６
．
３
．
５
．
２
．
３
．
２
ゞ
７

７
．
７
．
６
．
５
．
５
．
６
．
４
．
６
．
３
．
３
．
６
．
５
．
６
．
２
．
４
．
４
．
７
．
９
．
５
．
６

ｐ
ｅ
ｐ
凸
・
・
Ｐ
・
画
。
②
。
・
や
ｐ
ｐ
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
ｐ
ｅ
ｐ

４
４
段
八
ｈ
Ｕ
》
庁
ｊ
‘
流
ｈ
Ｕ
亜
可
〃
Ｉ
》
．
〃
４
今
４
４
鍔
１
４
▲
満
・
ｈ
Ｕ
雫
ｏ
ｎ
）
丙
ｈ
ｙ
Ｆ
ｎ
Ｕ
雫
４
４
吟
４
４
今
Ｐ
ｈ
Ｕ
や
○
く
Ｕ
八
ｈ
Ｖ
戸
ｈ
Ｕ
九
ｈ
ｖ
の
く
Ｕ

742

577

1O5

142
51 4

749

962

002

747

961

182
8 35

665

435

494

350

425

836

930

203

５
ゞ
３
．
４
ゞ
５
→
０
．
９
←
６
．
３
．
２
．
２
」
９
．
２
．
２
←
０
１
．
５
←
７
←
５
←
８
．
３

・
・
守
口
■
口
■
■
・
毎
・
ロ
ロ
毎
■
凸
毎
■
■

３
．
１
．
５
ゞ
０
３
．
７
．
０
←
２
．
６
．
７
？
ｌ
ゞ
３
．
５
《
６
←
２
．
７
．
３
ゞ
３
←
９
．
５

７
ゞ
２
．
５
．
７
．
３
．
９
？
７
０
．
７
９
ゞ
０
．
６
．
０
ゞ
９
６
．
６
？
８
７
．
９
．
４

●
・
■
■
■
・
申
毎
●
■
●
・
■
』
■
・
●
②
●
■
●
凸
●
・
○
・
■
・
■
・
●
』
●
・
■
・
■
・
●

４
←
５
．
６
」
５
」
７
．
４
．
５
．
４
．
４
←
２
．
６
．
５
」
５
．
２
．
６
》
２
６
．
４
．
４
．
２

4．902

6.518

6．658

5．955

6．754

4.891

3．793

4.217

6.914

4.503

6.840

6.531

4.291

3.935

5.706

2.935

7.744

F 同1句
0．イlイ

6.811

3.910

Ｆ
ｇ
６
抄
■
■
甜
日
８
Ｊ
。
■
ず
■
●
ザ
ｑ
Ｕ
型
■
Ｂ
グ
●
ｇ
〃
ｑ
９
砂
■
■
グ
●
日
甜
■
ｑ
ａ
５
６
ザ
。
Ｄ
グ
■
■
幻
■
■
ず
０
５
少
Ｄ
●
ザ
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資料11月別上月別上位優占種の個優占度

5月 6月

昭和：昭和：平成

4月

平成

3年度

平成

3年度
;昭和 ;昭和

60年度 61年度

i.昭和． :昭和

60年度 61年度優占順位 種名 種名

ｽｽｰﾒ :34.61:40.54:31.95

ﾋﾖﾄﾞﾘ :16.04:13.39:14.27
ﾑｸﾄﾞﾘ :11.51:7.78:12.29
ｷｼ ‘ﾊ 義 ﾄ…~~; 10:.72T.10:95.:12:.10
粁ｶ……….;.…5;獅;.…5:gg;…6:.I4
f－f・仏一・..．-．．‐‐．.’・~･~‐~~.．.~‐~’~~~.~‐~~~~．．.′･･･・･･･..。.

ソソユウカラ：5．67：6．88：6．05

ｶﾜﾗﾋﾜ ;6.02:4.07:4.91

ﾂﾊﾞ ﾒ ………; …3 : 4 9 ;… ”5 .;… 4 :.63
ﾊｼﾌ‘.ﾄｶ‘ﾗｽ …2.:､6 2 ;...3:71.;… 3:.59
力”ぞ……;…I:";.…I:18.;…I:~98
その他 ：2．44：2．26：2．08

第1位

第2位
第3位
第4位
第5位

第6位
第7位

第8位
第9位

第10位

ｽｽﾞ メ :28.14;36.51:31.51

ﾋﾖﾄﾞﾘ :17.21:15．31:15.19
ﾑｸﾄ 畿ﾘ… …1.1 3加 ;…g:03~;.13:21
ｷ ジパ曇ド …r.11.:1.r;.10:.1g.;.10:4.7
'《．《･$．...．．..．．.．．．...~‐~．~‐~~.．．~~.~..~．.~.‐｡．.~.~..~~~~

ソソユウカラ：7．92；7．28；6．89

ｶﾜﾗﾋﾜ ；3．46:3.83:4.15

ｵﾁｶ誤…~……1…4.:6.4;.…4:1ri.…3.:5.8
ﾊｼﾌ翁・ﾄｶ‘ﾗｽ.…3:.46.;….4:30..;.…”1
'･･-.＄-.--.-------..-､ﾛ･.･･･-.ﾛｰﾀﾞ.･･.････ﾛ･ﾛ･ず。･･D･･･､｡.･

ﾂハメ :2.00;1.21:2.83

ﾖｶ‘そ………1.~2.:0.9;…~2:~61.;.…2:4.5
その他 その他 ;6.65;6.63:6.51

ｽｽｰﾒ ：36．99：37．69；33．67

ﾑｸﾄﾞﾘ ;14.78:13.53:14.76
ﾋﾖﾄ識ﾘ…… .;.11.:".;T2:16.f 12.:94
ｼｼﾞｭｳｶﾗ；8．72：9．65：9．20
ｷｼﾊ巡 ﾄ …..;… 9 : 73 .; , 8 : 74~; …g:.87
ﾂﾊﾞﾒ :3.17:4.79:5．31

ｵﾁｶ ‘.………1.…3.:";….4:4.g;… 4.:39
ｶﾜﾗﾋﾜ :6.71:2．81:3．73

ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ;2.60:2.51:3.48

ﾒ ジ i… …~1 .~ 0: 58~.;…0: 76..;… I:24
その他 w1.51:2.89:2.40

7月

昭和；昭和：平成
8月 9月

60年度

:昭和；昭和 平成

60年度61年度 3年度
:昭和 :昭和 平成

61年度 3年度優占順位 種名 種名
一軍~T誘 ｽｽｰﾒ

ﾑｸﾄﾞﾘ

ﾋﾖﾄ､ﾘ
ｷｼ畠(叡ﾄ. …
ｼｼﾞｭｳｶﾗ
ﾂﾊﾞﾒ

ｶﾜﾗﾋﾜ

ｵﾁｶ‘.".……
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ
ﾇｼﾛ．……~．
その他

ｽｽﾞﾒ ：36．59;40.33:43.02

ﾋﾖﾄﾞﾘ :11.41:9.90:12.03

〃ﾄ ‘ﾘ… .~; 1 2 : 2 8 ; ､12 :1.0 .; 10:.39
ｷｼWﾄｰ．…; …7:75~;..IO:Ug.?…g:.28
ｼｼﾞｭｳｶﾗ：6．62:4.40;5.49
ﾂﾊﾞﾒ :4.18:1.01:5.00
ｶﾜﾗﾋﾜ ：3．75:1.47:4.52

ｵﾅｶﾞ ：4．09：4．86：3．56

ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ；3．92；6．69：2．60
ｶﾙｶﾞﾓ ：7．49：8．52：2．02

その他

３
．
２
．
０
．
１
．
４
．
８
．
９
．
０
．
７
．
９
◆
８

５
．
４
《
７
◆
６
←
３
．
０
．
９
．
９
．
２
．
９
．
１

Ｆ
■
■
字
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
●
■

９
◆
４
．
０
．
９
．
８
．
４
．
３
．
２
．
２
．
１
．
２

３
．
１
．
１
．
．
．
←
々
・
ゞ
《

■
り
づ
■
。
』
甲
■
夕
甲
●
ｊ
■
。
〃
■
■
少
■
０
夕
Ｇ
■
Ｆ
・
■
Ｐ
甲
■
夕
。
■

２
．
５
．
９
．
６
．
５
．
５
．
６
．
９
．
８
．
１
．
４

０
◆
８
《
３
◆
６
《
６
．
６
．
５
．
１
．
３
．
９
．
７

甲
●
●
■
■
■
■
■
●
■
■
■
。
■
■
■
。
●
■
・
●

０
．
１
．
１
．
７
．
５
．
５
．
３
．
３
．
４
．
０
．
５

４
．
１
．
１
．
．
．
←
・
・
・
《

■
■
Ｊ
■
。
ｊ
①
Ｂ
タ
ロ
■
凸
Ｂ
ｐ
４
Ｂ
■
■
甲
■
ザ
甲
●
凸
●
■
Ｆ
・
Ｂ
少
・
■

９
．
９
．
７
．
４
．
９
．
３
．
０
．
７
．
３
．
１
．
９

１
今
９
．
９
．
２
．
８
．
７
．
７
．
２
．
０
．
８
」
ｌ

■
ｅ
●
・
■
二
●
・
●
凸
由
・
申
■
●
・
申
■
由
・
●

３
．
１
．
２
．
９
．
６
．
３
．
４
．
２
．
２
．
０
．
２

４
．
１
．
１
．
．
．
．
・
・
・
・

ｽｽｰﾒ

ﾑｸﾄﾞﾘ
ｷｼﾞﾊﾞﾄ
ｶﾙｶﾞﾓ

ﾋﾖﾄ蝋ﾘ……
,5．5~も‐．‐‐．‐‐‐．‐‐‐

ｿｿｭｳｶﾗ

ｵﾁｶ識 ~… …
ﾊｼﾌｰﾄｶﾞﾗｽ
ｶﾜﾗﾋﾜ

ﾒｼ・ロ

;1.92:0.64:3.08 その他

８
．
１
．
０
．
５
．
４
．
１
．
８
ゞ
７
《
７
．
４
．
５

１
》
３
．
１
．
３
．
８
．
１
．
４
．
９
．
７
．
２
．
６

○
凸
●
・
■
■
由
・
●
・
■
・
●
●
●
・
●
・
申
●
■

２
．
７
．
１
．
８
．
７
．
６
．
４
．
３
．
３
．
２
．
２

３
．
１
§
１
．
．
．
．
→
．
．
◆

。
■
タ
■
■
Ｆ
・
■
夕
０
０
Ｆ
■
■
Ｐ
Ｇ
■
Ｆ
①
。
夕
早
早
Ｆ
■
■
ヴ
甲
■
夕
■
。

１
．
４
．
４
．
２
．
２
．
４
．
７
．
０
．
３
．
５
．
９

０
．
５
．
０
．
１
．
４
．
０
．
４
．
３
．
３
．
７
．
９

■
●
●
・
白
。
①
●
ゆ
む
●
凸
■
■
●
・
■
■
■
●
■

１
．
９
．
８
．
９
．
６
◆
８
．
６
．
７
》
ｌ
◆
０
」
１

３
◇
》
“
・
１
．
．
・
》
・
・

■
■
り
ｑ
■
ザ
。
■
４
■
■
ザ
■
■
タ
ロ
■
ザ
■
■
ず
①
、
ザ
■
■
ｐ
■
Ｇ
ザ
■
■

６
．
９
．
５
．
６
．
８
．
３
◆
８
．
８
．
０
．
３
．
４

７
」
０
》
８
．
６
．
２
．
４
．
０
．
５
ゞ
５
．
２
．
５

■
■
■
■
●
■
■
■
■
●
巳
●
■
■
Ｇ
●
■
■
■
■
④

４
．
１
．
０
．
８
．
０
．
８
．
５
．
３
．
４
．
０
．
２

３
←
ｌ
》
１
．
．
１
．
・
・
・
・
．

第2位
第3位

第4位

第5位
第6位

第7位
第8位

第9位
第10位

その他

10月 12月

昭和
11月

平成

3年度
平成

3年度
i.･昭和 :昭和

60年度 61年度

:昭和 :昭和

60年度 61年度
;昭和 平成

60年度 61年度 3年度優占順位 種名 種名 種名

－第~Ir ｽｽｰﾒ

ﾋﾖﾄﾞﾘ
ｷｼ‘ﾊ‘ﾄ……
ﾑｸﾄﾞﾘ
ｶﾙｶﾞﾓ

ﾊｶ‘.ﾄｶ4ﾃｽ
ｼｼﾞｭｳｶﾗ
ｶﾜﾗﾋﾜ

ｵﾁｶ‘ ………
メシ寧ロ

その他

８
．
３
．
５
．
４
◆
６
．
６
．
９
．
４
．
０
．
１
．
９

■
ｅ
●
・
●
・
■
■
■
●
■
・
●
ｅ
●
・
●
早
●
・
●

２
．
４
←
９
．
９
．
７
．
５
．
４
．
４
．
４
．
２
．
４

３
→
１
．
・
◆
◆
・
・
・
・
・

■
■
タ
■
０
少
写
り
少
。
。
夕
甲
■
夕
甲
。
〃
■
■
少
０
０
４
■
■
少
■
■
Ｆ
・
ｇ

１
．
１
．
４
．
５
．
２
．
３
．
６
←
７
．
５
．
７
．
０

２
．
０
．
１
．
６
．
６
◆
２
．
０
．
５
．
４
．
４
．
６

甲
■
■
甲
●
・
■
■
■
■
■
・
■
。
。
。
■
・
■
■
□

３
．
０
．
８
．
８
．
４
◆
６
．
５
§
２
◇
３
．
１
→
６

３
．
２
．
．
．
．
．
．
．
．
．

ｄ
Ｂ
グ
Ｂ
Ｂ
夕
Ｂ
■
４
口
■
ザ
■
■
Ｊ
■
■
凸
Ｂ
■
ｊ
ｄ
ｐ
Ｆ
■
Ｂ
４
Ｂ
Ｂ
Ｆ
●
。

１
．
６
．
０
．
０
．
８
．
５
．
６
．
２
．
３
．
４
←
４

０
←
３
．
８
．
９
．
２
．
８
．
６
．
５
．
３
．
１
．
１

申
■
由
●
●
甲
●
●
●
●
●
・
●
・
●
●
●
・
申
■
。

５
．
８
．
９
．
７
．
２
．
６
．
６
．
３
．
３
．
１
．
５

３
．
１
．
．
・
・
・
・
・
・
・

ｽｽｰﾒ ：24．11:31.16:25.48

ﾋﾖﾄﾞﾘ :22.10;13.38:20.85
ﾑｸﾄﾞﾘ :12.80:11.80:10.42

その他

ｽｽｰﾒ ;19.78:38.57:24.37

． .､ ; ､灘 48 ; 1 ”7; ” 31
:11.49:8.69:14.99

６
◆
ｌ
←
８
．
８
．
６
◆
５
．
４
◆
４
．
３
《
２
ゞ
４

ｷｼﾞﾊﾞﾄ：7．37：7．24：9．46
ｼｼﾞｭｳｶﾗ：6.10:6．14:6.76

ｶﾙｶ‘ ﾓｰ…~;….3 :13 ;.…6 :06.;… 4 : 83
ｶﾜﾗﾋﾜ ：4．39；2．52：3．86
．.････凸.---今.--.-ｸｰ･‐凸--.--.---.-.-.---.-.--.．-----.---..

ﾊｼﾌﾄｶﾞﾗｽ；5．65；5．59：3．76
ｺｶ誤 ﾓｰ… …;….2 :.4 6 1.…3 :師 .;.…3.:.19
ｵﾁｶ……….;….” 7 ;…3 :15.;… 2 別

箇ﾄﾘ
ﾑｸﾄﾞﾘ
ｷｼﾞﾊﾞﾄ:5.97:6.17:7.74
ｶﾜﾗﾋﾜ ：3．36：3．28：5．42
，§･さ。誤一一一.・－．．．－．．’~‐‐~‐‐‐~‐‐‐~~″‐~~‐~.~~･‐~‐。．･･.･･･.．.・・

ソンュウカラ：5．67:4.19:4.84
..今.--.＄-,.,.,今,..pD･･.･･-.--.--.--.--.-凸-----F--甲｡---..-口

ﾊｼﾌﾄｶﾞﾗｽ;2.91:4.50:3.87
ｵﾅｶﾞ ：4．55；2．97：3．77

〃 ﾛ ………;~…3 :gg.;…~2:2r; …3 ”
ｶﾙｶﾞﾓ ：6．72：4．34:2.90

：8．63；9．68：8．59 その他 ;11.19;12.80:8.51

第2位

第3位

第4位
第5位

第 6位
第7位

第8位
第9位

第10位
その他

1月 2月 3月

昭和：昭和：平成:昭和 :昭和 平成

60年度 61年度 3年度

i 昭和． ;昭和 平成

60年度 61年度 3年度優占順位 種名 種名

第1位

第2位

第3位
第4位
第5位
第6位

第7位
第8位

第9位

第10位

ススーメ

ヒ外 さり…
ﾑｸﾄﾞﾘ
ｷｼ‘ ﾊ‘ ﾄ ．
ｵﾁｶ ‘~…”
ｼｼﾞｭｳｶﾗ
ｶﾙｶ‘そ…
ｺｶﾞﾓ

ｶﾜﾗﾋﾜ

その他 その他

２
．
０
．
１
．
２
．
２
．
５
．
４
．
４
．
８
←
６
．
２

由
ｅ
●
・
●
・
●
ｅ
●
■
■
ｅ
甲
●
●
●
■
■
、
。
●

２
．
９
．
２
．
９
．
６
．
５
．
５
．
４
．
３
．
２
．
９

２
．
１
．
１
“
・
・
・
・
・
・
・

５
．
８
．
４
．
０
．
６
．
３
．
７
．
７
．
７
．
５
．
８

５
．
１
．
４
．
９
．
２
◆
９
◆
５
←
５
．
３
◆
５
．
６

●
甲
■
・
○
・
口
●
●
・
■
■
申
■
■
■
■
●
●
・
●

０
．
１
．
１
．
５
．
３
．
４
．
７
◆
７
◆
５
◆
２
．
９

３
．
１
．
１
．
．
・
・
・
◆
．
．

■
。
け
写
り
〃
。
■
凸
■
り
ず
■
。
け
甲
Ｂ
Ｆ
Ｂ
■
Ｆ
■
■
ザ
■
■
ザ
■
■
〃
■
■

３
．
０
．
２
．
７
．
２
．
７
．
９
．
１
◆
４
◆
１
．
５

７
．
１
．
３
．
５
．
９
．
２
．
７
．
４
．
５
．
８
．
５

●
■
●
。
。
。
■
■
●
・
●
ｅ
●
ｅ
■
■
■
二
Ｇ
．
●

９
．
１
．
０
．
５
．
３
．
５
．
２
．
２
．
３
．
１
．
３

１
．
３
．
１
．
．
．
．
．
．
◆
・
’

ロ
・
・
ロ
ロ
●
令
■
旬
”
ハ
ハ
●
・

ﾊｼﾌ‘ ﾄｶ‘

甲
●
■
■
。
。
■
■
一
『
″
″
■
。

ｽｽｰﾒ ：33．18:31.42;26.71

ﾋﾖﾄﾞﾘ :11.47;8.26:13.97

〃ﾄ‘ﾘｰ … .;….6 :~3 9 ;… 7 : 75 ~; I2:74
ｷｼ ‘(畿 ﾄ……;….6:.59;… 8:g5 ;….7:95

７
．
７
．
０
．
０
．
０
．
２
．
２
．
５
．
７
．
１
．
９

ｼｼﾞｭｳｶﾗ；4．42：5．48：5．71
がｶ畠……~~;….6:~Ir;… 3:7I~;….5:30
ﾊｼﾗ‘ﾄｶ‘ﾗｽ…~4:.”; …7:”;….”0
伽ｶﾓ……~;…7:~14~;…g:85;….4:28
ｶﾜﾗﾋﾜ :1.88:2．02:3．57

〃 ﾛ……~…;… 2 :1 6 ！… 2 : 36 ;.…3 :.47
その他

ｽｽｰﾒ

ﾋﾖﾄﾞﾘ

ﾑｸﾄﾞﾘ
ｺｶﾞﾓ

ｷ ｼﾊ翁 ﾄｰ
ｶﾙｶﾞﾓ

ｼｼﾞｭｳｶﾗ
ｵﾅｶﾞ
ｶﾜﾗﾋﾜ

ﾒ ジb……
:16.35:13.40:11.11 その他

ｌ
◆
４
．
６
．
１
．
２
．
５
．
７
．
０
．
８
．
０
．
５

７
．
２
．
８
．
５
◆
４
》
３
．
０
ゞ
６
◆
３
０
」
８

口
●
●
・
■
ｅ
Ｇ
・
■
●
Ｇ
・
①
・
■
ｅ
■
●
■
・
口

３
．
３
．
９
．
７
．
７
．
５
．
５
．
４
．
３
．
３
．
６

３
．
１
．
・
・
・
・
・
・
・
・

Ｂ
Ｂ
Ｆ
●
■
？
■
■
伊
ロ
■
Ｆ
ｈ
ｑ
凸
■
■
タ
■
■
Ｐ
■
■
凸
■
■
凸
・
■
少
①
。

３
．
９
．
１
．
８
．
２
．
５
．
６
．
６
．
８
．
０
．
２

０
．
８
．
１
．
２
．
６
．
８
８
．
２
．
１
ゞ
０
◆
９

甲
●
、
■
Ｇ
・
■
●
●
■
合
●
■
●
①
■
●
■
。
■
■

６
．
２
．
６
．
８
．
７
．
３
．
５
．
３
．
４
．
１
．
０

〈
叩
〆
】
。
９
１
１
▲
毎
ロ
。
二
口
二
画
ロ
。
（
叩
久
］

■
■
〃
■
り
ず
。
■
凸
■
０
少
甲
Ｂ
凸
■
０
４
■
。
■
■
■
Ｆ
Ｂ
■
串
■
■
Ｊ
■
■

２
．
８
．
８
．
７
．
３
．
０
５
．
４
．
６
．
４
．
２

５
．
４
．
３
．
６
．
４
ゞ
９
．
９
．
２
．
７
ゞ
１
．
５

■
ｅ
Ｇ
■
■
■
●
■
●
■
●
■
由
■
●
■
●
■
■
ｅ
■

１
．
６
．
８
．
０
．
９
．
３
．
６
．
５
．
２
．
３
．
１

３
．
１
．
．
・
・
・
・
・
・
・
１

0
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平成4年

合計月13月

36

1

32

470

264

19

28

1172

1

5

260

3

125

8

1831

15

15

2

117

13

793

268

24

507

10

3970

1597

542

1

460

２
皿
７
副
０
釦
皿
口
９
“
副
１
皿
動
１
句
２

－
５
》
８
》
一
》
７
一
一
》
華
－
１

。
Ｂ
■
夕
ａ
６
９
夕
■
■
■
ず
ｏ
■
■
け
■
Ｂ
■
ｊ
■
■
■
ず
■
■
■
ク
リ
Ｂ
Ｄ
ｐ
●
。
●
ず
。
■
Ｂ
沙
■
Ｄ
Ｂ

８
－
２
》
１
－
９
一
一
６
－
－
０
－
５

－
４
学
３
印
圭
一
７
辛
宰
辛
辛
知
１

。
■
６
夕
■
■
０
〃
■
■
６
幻
■
■
■
Ｆ
■
叩
■
Ｊ
■
■
５
Ｆ
■
ロ
ｑ
ａ
５
■
Ｇ
笠
Ｉ
。
Ｕ
夕
■
ロ
■
割
■
。
０

８
軸
６
》
６
－
》
１
韮
５
－
１
四
１
》
一
睡
４

姉
５
”
４
顕
如
》
９
函
叩
印
辛
辛
２

。
■
凸
タ
ｑ
ｑ
Ｇ
Ｊ
ｑ
ｇ
９
り
■
■
ｑ
４
ｐ
ｅ
ｅ
凸
寺
４
Ｇ
Ｆ
■
■
●
ｐ
ｃ
Ｄ
Ｂ
〃
■
Ｄ
Ｂ
ｐ
■
Ｄ
Ｄ
ク
ｇ
０
０

６
．
０
．
９
．
２
．
１
．
０
．
．
←
・
・
２

－
３
》
２
呼
唖
》
８
》
》
》
唖
》
１

4

50

33

8

1

98
１
亜
４
印
２
－
０
釦
４
函
６
》
４
叩
４
』
１
困
２
手
１
”
０
竿
５
－
３
》
０
』
２
｝
４
》
８
唖
９

》
函
』
１
哩
亜
１
如
辛
←
》
１
》
甑
７
》
２
年
》
４
》
亜
６
－
０
｝
２

。
。
。
・
・
の
〃
α
】
。
。
。
。
。
。
。
ロ
ロ
ｐ
ｐ
ｎ
″
弘
】
ｐ
ｑ
０
Ⅱ
冬
。

【
○
Ｊ
，
釦
酌
の
ｆ
〕
輯
諏
戸
【
０
》
》
ロ
ー
バ
ュ
ム
韓
斤
，
″
０
》
《
叩
Ⅷ
〕
牢
ハ
ゼ
Ⅱ
》
雫
崗
ａ
Ｊ
Ｉ
叩
１
１
▲
《
八
Ⅱ
Ｕ
坐
〆
●
局
０
》
唖
當
月
如
」
▲

（
叩
切
》
。
。
。
国
、
／
』
ロ
ｐ
Ｐ
ｈ
Ｂ
〕
ロ
（
で
〃
』
凸
ロ
ハ
酉
〃
］
。
。
ｎ
ぐ
画
⑫
。
、
毎
〃
』
”
八
路
叩
）

勺
０
０
ユ
。
毎
”
。
。
”
。
二
・
。
。
ｎ
で
／
』
ロ
。
‐
Ｉ
上
・

。
●
叩
夕
■
●
■
夕
■
■
■
む
り
。
■
少
Ｇ
■
■
ご
り
。
■
ず
■
■
Ｂ
ａ
■
。
■
笠
■
■
■
Ｊ
■
０
０
ａ
■
■
叩
少
■
ｇ
Ｇ
ａ
■
。
■
タ
叩
。
■

０
学
”
１
小
》
７
》
即
０
』
４
函
５
釦
６
石
幽
哩
２
毛
０
四
９

１
》
》
》
率
２
宰
碧
０
丙
ｊ
雫
率
５
雫
差
０
》
５
局
Ｊ

（
咽
ぶ
】
。
・
・
・
・
。
。
。
。
。
。
ｎ
″
″
］
ロ
ぐ
０
，
▲
。

７
率
１
》
１
》
１
韮
３
雫
？
岸
６
》
４
－
４
房
Ｄ
》
４
》
２
壱
○
蹄
２

３
率
牢
圭
牽
２
》
》
５
汎
Ｊ
雫
》
３
》
率
６
葛
乙
率
５

ｑ
０
０
ユ
ロ
。
。
。
。
。
。
。
。
ワ
ロ
、
〃
″
】
・
１
‘
０
一
・

141

2

2

14

3

54

32

3

36

1

359

105

49

次ページへ
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毛舌●

カイツゴリ

．銑壬…
マガモ

カルガモ

コガモ

オナガガモ
バン

キジバト

カワセミ

コゲラ

ツバメ

キセキ.Lf孔
ハクセキレイ

ｾﾀﾛｾｷとイ

一
一
キ
ー
》
》
ラ
ー
一
一
一

》
》
タ
一
一
一
独
力
》
》
一
ワ
》

リ
ピ
ラ
一
一
ス
ウ
ー
ー
ヒ
一

弐
ズ
遡
助
乗
猫
圭
鏥
奉
婚
メ
津

ヒ
モ
ジ
亥
シ
、
ワ
シ
メ
ア
カ
シ
ス

ムクドリ

オナガ．
ハシボソガラス

ハシブトガラス

合計

平成3年

4月；5月16月§7月i8月：9月i10月§11

2！ 3: 5！ 41 2； 1！ 3

1
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一
劃
》
５
一
一
》
》
平
一
一
６
》
－
５
》
１
２
－
３
－
》
４
－
０
》
》
一
一
一
一
１
－
１
一
一
》
一
一
一
》
７
》
０
－
》
－
７
一
一
６
》
８
露
》
９
》
３

恥
申
作
辛
辛
》
唾
辛
辛
一
》
｝
雫
》
凸
■
Ｉ
ユ
ェ
酔
皇
１
０
旦
生
乱
圭
叩
〈
ｈ
Ｕ
》
罪
牽
”
《
ｈ
Ｕ
宅
｝
》
》
亜
坐
雫
幸
叩
』
》
”
》
亜
ｎ
／
』
恥
１
０
△
誰
零
恥
』
ｎ
屯
．
Ｕ
》
酌
ｎ
ｕ
Ｕ
即
甸
言
’
６
》
』
戸
〔
。
》
函
函
九
一
、
Ｕ

函
函
亜
牢
》
輯
》
”
》
一
四
》
宅
亜
亜
》
『
ロ
Ⅱ
ユ
ー
函
叫
辛
辛
生
轆
４
０
８
Ｌ
“
》
》
圭
一
生
諏
｝
》
一
》
》
』
》
○
口
１
４
》
》
手
叩
》
辛
”
△
月
“
《
亜
Ｑ
■
Ⅱ
ユ
“
辛
辛
一

。
Ｇ
●
ず
■
●
■
げ
。
Ｄ
■
■
。
■
ｑ
づ
り
ｇ
ｐ
Ｊ
ｐ
■
Ｇ
少
叩
■
Ｂ
少
■
叩
■
ｐ
・
ｑ
ｏ
ｐ
■
■
■
ザ
ロ
ロ
ロ
ダ
■
■
■
全
Ｂ
■
■
夕
日
■
■
餌
■
。
■
少
■
Ｇ
ｐ
Ｐ
Ｄ
ｏ
り
づ
■
Ｂ
Ｄ
Ｆ
。
。
。
ザ
■
●
ｇ
四
■
。
■
タ
ｇ
Ｇ
ｏ
抄
。
。
■
少
。
。
■
Ｊ
０
口
●
ザ
・
Ｄ
Ｄ
り
・
■
■
ザ
・
ｇ
ｑ
ｐ
■
ｂ
ｏ
ｊ
ｇ
■
Ｇ
ザ
■
。
●
ず
■
●
■
ず
■
■
Ｂ
Ｐ
■
・
■
４
。
ｇ
ｏ
少
０
０
。
Ｊ
■
０
０
籾
。
■
ｑ
ｐ
０
。
■
夕
■
。
。
Ｊ
Ｄ
■
Ｄ
４
■
。
。
〃
。
■
■
夕
■
。
■
ず
■
Ｄ
ｐ
夕
■
Ｄ
ｄ
四
日
，
。
ザ
ロ
。
Ｇ
口
■
■
■
夕
Ｄ
Ｃ
Ｂ

３
》
》
》
》
“
》
》
３
》
》
》
《
》
》
》
６
《
《
１
《
１
｜
》
７
》
》
４
》
》
８
》
》
《
￥
》
》
碑
ｊ
Ｊ
－
１
四
一
一
韮
茄
８
》
》
一
一
姐
一
蛆
駈
一
閣
一
虹

》
牽
牽
《
《
《
率
１
》
韮
《
》
》
》
《
》
《
２
》
￥
《
３
》
》
《
》
４
《
》
》

・
・

・

・
・

・

・
・

。
。
ロ
。
毎
・
。
】
。
。
ロ
。
ロ
ロ
ロ
ワ
。
Ⅱ
Ⅱ
ユ
。
ロ
。
・
ロ
・
・
己
Ｄ
Ｉ
Ｄ
一
。
。
。
凸
ロ
。
。
。
。
ロ
。
ロ
。
・
ロ
ロ
“
』
。
ワ
ロ
・
勾
刎
『
《
』
。
。
毎
．

。
。
■
ザ
■
０
日
Ｇ
ｑ
ｅ
■
４
口
ｑ
■
タ
叩
。
■
炉
■
■
■
け
■
■
叩
④
Ｂ
■
Ｄ
Ｊ
。
。
■
■
■
■
ｂ
〃
０
口
ｅ
ザ
■
。
■
ｐ
■
■
■
よ
。
■
■
ザ
■
■
Ｂ
ｐ
■
■
Ｄ
Ｊ
ｑ
？
■
Ｊ
●
。
。
ザ
■
０
０
〃
Ｄ
Ｏ
Ｄ
〃
■
■
■
夕
日
■
■
づ
り
ロ
■
〃
。
。
。
少
■
■
。
ザ
■
凸
０
㎡
Ｄ
■
■
〃
■
■
Ｂ
Ｊ
・
■
。
ｊ
ｑ
Ｉ
ｄ
夕
■
。
。
グ
■
■
Ｄ
Ｊ
■
■
●
ザ
。
。
■
Ｊ
■
。
Ｂ
ヂ
リ
ロ
叩
夕
■
■
①
四
■
①
ｑ
Ｆ
ｇ
ｑ
ｏ
Ｆ
。
Ｇ
口
査
■
。
●
り
■
Ｄ
ｒ
Ｊ
■
■
■
野
■
■
ロ
空
０
５
日
ザ
■
■
■
■
■
。
。
ザ
■
■
■
〃
。
。
■
少
■
。
■

４
一
一
一
一
一
一
型
胆
一
一
一
一
Ｊ
Ｊ
一
四
一
Ｊ
週
一
回
Ｊ
鯉
一
一
》
一
過
Ｊ
一
一
Ｊ
Ｊ
一
一
一
囮
４
》
Ｊ
９
ｕ
Ｊ
則
即
》
“
一
㈹

》
率
》
》
率
》
》
杢
韮
誌
》
》
》
率
》
》
１
率
》
雫
》
率
》
》
１
雫
》
率
轆
宰
率
圭
牢
一
》
雫
宰
轆
轤
調
雫
謂
”
“
』
ゞ
３
”
“
》
、
。

１
１
１

合討 14351

》
１
》
》
》
率
率
１
》
４
》
９
》
》
雫
》
韮
》
￥
《
９
》
韮
》
》
《
《
《
５
《
韮
《
ゞ
》
３
》
《
》
》
《
韮
》
韮
》
７
》
１
韮
牽
》
ｌ
罪
５
“
４
》
１
》
７
》
韮
３
￥
》
９1195

《
“
《
”
￥
》
１
》
８
》
８
〉
１
《
》
》
韮
《
》
《
６
》
｜
韮
韮
《
》
“
２
》
《
》
罪
》
１
》
《
》
”
》
《
》
》
》
５
〉
１
》
》
》
１
《
２
》
》
４
》
３
《
“
３
》
》
６
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資料14ルート別出現種類と個体数（昭和60年度）

ルートNu

種名 地域

ｌ
》
Ｈ

２
酔
Ｈ

３
恥
Ｃ

５
》
，

7

C

４
←
Ｈ

６
》
，

８
華
，

９
》
Ｅ

川
唾
Ｅ

11

E

吃
》
Ｅ

皿
》
Ｅ

14

E

賜
華
Ｅ 出現

‘ﾚｰ}澱

陥
韓
Ｅ

Ⅳ
一
Ａ

旧
》
Ｂ

旧
》
Ｆ

即
Ｂ

合計

カィ.ツズリ.…._…
ゴイサギ-..….…．
コサ主_…….…..、
マガモ

カルガモ

ゴガモ …"……

オナガガモ……
コジュ欲ｲ…..…．
バン

キジバト

カ ツコウ ………
シヅ ﾄ.ﾘ..………
カワセミ
コゲラ

ッバメ

キセキレボ..__…．
ハクセキレイ …
セグロセキレ イ
ヒョド ﾘ …… …
モズ

ジョウビタキ

シロハラ…… .…．
ヅグミ

ウダイス.....…”
キビタキ

ェゾビタキ

コサメビタキ

サンコウチヨウ
シジュウカラ …
メジロ

ホオジロ………
カシラダカ

ァオジ

ヵヮラヒワ

シメ

スズメ

ムクドリ.…..､ ...、
カケス

オナガ...…… ... ・
ハシボソガラス
ハシブトガラス

34

狐
ｌ
》
’
一
“
卿
鞘
濁
６
》
調
華
陀
Ｊ
Ｊ
Ｊ
９
則
β
出
血
卵
別
叫
Ｊ
偲
拠
ｚ
Ｊ
２
Ｊ
閲
ｕ
Ｊ
３
罰
則
靴
乃
刈
ｌ
》
朋
・
９
－
旧

圭
》
》
認
５
雫
２
ゞ
辛
辛
》
２
《
￥
《
￥
》
２
￥
》
“
雫
４

麺
雫

２
》
》
罪
》
“
函
９
２
》
》
雫
牽
５
》
》
３
５
￥
》
５
鵡
睾
５

。
“
ロ
ワ
ロ
・
ワ
。
、
１
１
？
ロ
。
。
。
ロ
“
ロ
ロ
句
〃
』
、
。
。
・
ロ
“
。
。
。
ロ
。
“
。
ロ
。
ｏ
４
ｑ
凸
。
。
Ⅱ
▲
．
ロ
。

１
．
１
１
．
２
《
８
》
３
斗
ｌ
￥
５
郵
ｌ
雫
０
曲
ｌ
》
’
一
２
雫
４
率
０
《
３
４
雫
７
》
０
》
２
率
９
》
４
０
２
．
１
◆
１
２
．
１
．
０
９
》
１
蕊
２
“
５
◆
０
龍
３
》
０
恥
０
．
１
壁
９
．
５
．
０

口
。
。
、
ワ
ロ
“
。
、
〃
〃
写
“
ワ
・
ロ
、
〃
』
△
。
ｑ
Ⅱ
几
．
。
冗
″
凸
“
ｑ
ｐ
０
４
“
。
。
、
一
〃
』
・
Ｇ
ｌ
ａ
。
。
ロ
。
ｎ
ノ
』
・
○
、
■
且
口
・
・
ｑ
Ⅱ
且
０
句
″
＆
。
ｑ
Ⅱ
Ｌ
・
句
〃
＆
“
句
〃
』
・
４
６
且
。
。
ｎ
〃
⑲

1

●
１
４
０
。
命
″
凹

４
胴
８

９
韮
６
韮
９
韮
５
醜
２
ゞ
８
聖
２
》
ｌ
韮
ｌ
銀
１
韮
５
”
６
１
》
０
雫
２
韮
３
雫
２
》
》
１
》
６
》
３

３
．
７
．
２
．
２
“
、
２
叩
０
頭
叩
函
叩
騨
１
年
”
１
酔
即
７
亜
』
醒
亜
３
』

肥
４
．
２
』
亜
距
叩
ｌ
皿
加
岬
幡
叩
恒
脚
・
咽
５
哩
暉
・
・
・

６
．
２

１
。

４
．
２

5 101 9

１
．
．
６

．
。
旬
，
’

１
．
．
０

ワ
。
（
ｈ
ｖ

１
．
．
０

，
唄
８

・
二
屯
Ⅱ
且

函
亜
４

１

．
．
４

．
．
５

１も
８
４
口
。
ｎ
Ⅱ
》

‐
ｏ
ｎ
叩
》

ロ
“
。
Ⅱ
△93 42 102 25 57 58134 62145 511132 441144

２
．
．
６

１
．
２ : M… ；７
‐
・
２

７
亜
エ
ー
手
１
２
エ
ー
印
４
．
亜
９
皿
６

．
．
．
．
８
．
．
◆
・
２

８
“
６
．
７
叩
５
．
６
鋸
１

３
．
．
３
．
．
４
．

1

β
》
ｊ
一
万

β
ｊ
皿
３
羽
２
零
１
－
４
１

Ｄ
ｐ
Ｄ
９
Ⅱ
▲
。
・
・
。
。

10114

。
〃
誼
．
ロ

Ａ
凹
昌
｝
。
＆
■
且

９
０
且
．
。

『
〃
８
。
。
Ａ
“
今
マ
ハ
Ⅱ
ｕ

勺
Ⅱ
▲
．
。
。
・
ｍ
５
Ｕ

Ｆ
院
Ｊ
ロ
。
⑨
″
四
・
０
Ⅱ
▲
．
ｎ
叩
）

１
１
．
・
ワ
ロ
、
〃
色

ロ
。
ワ
。
■
Ｉ
ユ

ｌ
や
”
亜
弔
８
軸
翻
１
》
華
３
》
５

１
．
・
・
・
４

、
『
》
。
ロ
ー
Ⅱ
４
．
ロ
、
『
ｖ
ｐ
ｄ
ｌ
十
。
〈
ｈ
》
。

。
宮
。
“
向
Ｊ
０
。
ロ
。
、
ワ

４
“
３
．
８

．
．
０

“
・
Ｇ
ｐ
Ｂ
且

ｎ
ノ
】
、
、
″
】
。
、
叩
凹
ｏ
１
ｕ
号
句
〃
凸
。
。
ｎ
Ⅱ
〉
ワ
ｄ
Ⅱ
ａ

。
。
、
ｈ
〉
．
。
。
。
Ｑ
Ⅱ
４
ワ

０
口
１
．
。
β
虹
Ｐ
ｑ
０
△
。
・
ロ
ハ
が
巴

勺
Ⅱ
△
・
ワ
品
０
丞
・
・
ワ
。
ｑ
Ⅱ
▲
・

ｐ
ｐ
ｑ
ロ
Ⅱ
▲
．
ロ
ロ
・
ロ

２
弛
亜
８
叩
ｌ
叩
２
》
”
７
叩
２

口
。
旬
１
》
。
ロ
ロ
ワ
ハ
ｑ
Ｊ
Ｄ

ｏ
ｏ
ｎ
″
邑
・
・
ｅ
ｏ
Ｄ

ibll 57２
・
’
’
２

９
Ⅱ
几
。

●
■
Ⅱ
且

３
．
０
皿
２
哉
３
叩
８
叩
３

●
■
ｌ
Ｌ
ｐ
９
Ⅱ
几
。
Ｄ
・
ロ

●
■
日
▲
・
・
ｅ
・
・

４
．
１
．
４

５
．
．

名
１
▲
ロ
、

邸
2

６
．
１

０
．

１
。

１
．
５
．
１

２
咽
９
．
３

３
．
５

７
．
２

Ｇ
８
且
．
。

４
．
１ ' | J1

41 4 711 4

1

1

１
．
１
，
５
．
９

・
７

８
．
２

２
。

４
．
２

９
．
２

２
．
９

５
．
１

０
．
１

４
。

５
１

３ ３
．
０

６
．
１

２
．
４

２ ０
．
８

５
．
２

８
．
９

１
口

０
．
１

７
．
３

４
．
１

４
．
２ 』: | …7

９
‐
２
．
１

２
．
１
。

０
．
２

３
。

３
？
７

７ １
．
４

７
。

４
．
６

６
．
１

２
．
８

２
。

２
》
８
唖
４
６
皿
仙

ロ
ロ
・
“
１
日
△

１
．
１
．
４

“
・
１
０
▲

３
．
５
．
４
．
７
‐
１

１
Ｆ
３
函
亜
２
ゞ
７

口
。
“
ハ
ノ
レ
・
白
■
■
■
■

９
ｍ
５
叩
３
斗
４
．
８
ゞ
１
１
１
３

．
Ａ
甲
？
ワ
ハ
ｈ
リ
ロ
ヘ
ノ
レ
、
ロ
戸
『
』
．
・
０
１
４

．
．
．
Ｇ
日
■
具
ワ
。
Ｆ
ユ
．
・
・
・

１
．
２
．
１
．
９
．
１

雫
２
》
器
０
．
８

．
ロ
ロ
ハ
ノ
今
．

２
’
２

２
坐
２
》
２
恥
３
２

“
『
１
Ｕ
、
。
ｎ
Ⅱ
〉
、
ノ
四

．
。
。
姉
ノ
』
。

３
．
０
・
３

２
．
４
．
２
．
８
．
５

・
３
．
．
２
．
４

口
・
・
。
Ⅱ
且
。

５
皿
２
鱒
別

。
。
‐
、
〃
』
ロ

２
．
２

・
５

２
恥
０
１
印
３
ゞ
９

恥
１
咋
配
４
．
５

．
△
。
■
■
■
エ
ワ

２
．
１
．
６
．
７
．
６

・
２
．
’
‐
０

．
．
．
２
．
１

２
．
５
．
１
．
９
．
７

｝
５
叩
辛
０
叩
８

哩
叩
咽
句
、
》
ロ

１
．
６
．
２
．
９
．
２

６
・
６
．
６

．
・
・
。
Ⅱ
＆
‐

I

０
．
１
．
０
．
４

４
皿
叩
４
岨
４

．
．
２

17 11

３
．
１
．
１
．
２

３
一
・
９
．
３

岨
旧
３
心
１

５
．
６

８
１

２
．
１

４
．
０

７
．
０

２
．
１

５
．
５

０
．
４

３ ５
．
１

０
．
３

２ ２
．
９

９
．
１

１
，
１

９
』
８

９
．
１

１
．
９

９
．
７

２

59

43

７
．
．
８

４
岫
・
１

３
．
２
．
５

２
．

４

７
．
．
５

１
脾
岨
３

４
．
．
７

３
岨
岬
４

３
．
．
７

３
叩
・
３

３
軸
２
．
８

１
．
．
２

ｑ
Ⅱ
４
．
９
Ⅱ
且

。
Ⅱ
ユ
．
０
９
Ⅱ
４

１６
》
》
８

２
．
。

ｌ
‐
、
３

４
．
．
１

２
‘
・
０

４
膳
叩
２

２
．
２
．
０

３
》
虻
１

５
旧
唄
３

．
・
９

．
．
４

３
．
．
９

１
マ
ロ
－

０
．
．
１

３
．
．
１

１３
．
．
５

５
函
即
５

１９
．
．
７

３
．
．
４

０
．
２
．
６

３
唖
唄

:職
75918381691
15I7F「西

幽
魂

迦
羽

唖
Ⅳ

塑
肥

２
’
１

８
’
２

６
－

０
→
１

５
一

３
－
４

也
川 684｣_6241613

151131116
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表3のとおり

傾向がみられた（図11)。
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